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防 ホ 協を 闡闕 情調 兹第 十. 一號 


一九 一二 化 年 四 巧 二十 八日 國會 

に 於け るヒ トラ I 總統 の鎭說 





は し がき 


、この ヒ トラ I の溃說 は 一九 S 九 年 一一 一月 濁 逸の ボへ ミヤ、 モラ ゲィヤ が 合 直後、^ 1 ズゲュ 八卜大 


統領より ヒ トラ！ 宛 じ おしね 平和 獅吿 
一、 前半は まごして チ - n 解髓、 


ち 一 。 ipb を！. 


條約 破棄 等 じ 閥し 述べ、 後半 じ まつ 

一、 化 處じヒ トラー の 言 ふ 所は 滿 視^^ 議長 ダ 

「總統 よ、 巧 下は 八 1 ズゲ ム^卜 大 ‘资 


f 概 心'^^ 說 

を 店 ヒ 


說でゐ る 0 

! ^ヒ個 題、 獨英 海軍 協を 破棄、 お 波 不侵略 
术卜 大統領 じ 答へ る 所が ある 0 

呵讓 ° 

を 示し、 なて 國曾じ 其の 是非を 決を せし 



めん VJ 思 ふ VJ 言 はれた 0 

總統 ょ、 货 下の 爲 されし 事、 及び お ホ 巧 されん 事は 何れも、 獨逸网 をのみ ならず、 垂獨 を 网 民が 策 
也ょ b 支持す る ものである 〇何 故なら ば 吾人 じ つて、 時下 じ おする 信頼、 巧 下 じ おする 信念は 無窮 
み 遠で あるから である 〇總統 の 巧 巧を S 唱を昭 がせられ たし OJ . 


を； 




一一 

じ 巧つ てす ベて 承認され た。 

一、 本獅譯 はの 共 協を 网网悅 調査の 一部 ごして 當課 眞鍋囑 託を して 誘 出せし めた ものでぁる 〇お弧 
內 はすべ て譯 おの 註で ぁる 0 . 

昭が 十四 年 八月 

調査 部 第二 課 
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一 膚是遽 


議員 諸君 r.i をの 諸君！ . 

W 樹 大統領ょり 余は 一通の 電報を を 取った 〇 巧の 特異な 內をじ 就いては 諸君 旣じ御 承知 
あ' 名 あ 人の かが 化の 電文を 謁讀 する 前 じ、 をく も 他の 國 々は ラデオ 巧び 新聞で 旣じ之 


黛課】 


を 知っ て ゐた〇 あじ 化の 衝 報は、 を權 政治 闽の なす 戰亂を 施む 處展を 民族 ま 義的國 家 群じ賣 巧を をは 
せ やぅ ご 定めて 掛 つて ゐる 巧妙 お 狼なる 文當 でを る こごを、 巧々 じ も ホ、 世が のな 民 まま 義 化を 者 達 
の數 かれね 註释 が、 御 親切 じも說 明して おれて ゐた〇 故 じ 余は 化 處じ凤 をを お 集し、 獨逸网 おの 化を 
巧 VJ しての 諫巧 じ先づ 余の 囘 答を 知らし め、 且つ 其の 是非を 決定す る 機會を 巧へ る こご じ決必 したの 
である 〇 

化處じ 余は 大統領^— ズゲょ 火卜の 採った 遣り方 じ從 って、 余の 方から も ホ、 吾等の 方法 手段 じが 
つて 圣 世界に 余の 同を を 知らせる のが、 適當 でぁる ど考 へる 0 

これを 別にしても をは 化の 機特を 利用して、 本年 一二 巧の ち大 なる 歴史の 出 ホ 巧を 見る ごきを の 必中 
じ淺 いてく る 威 惦をも 亦 ま 明し ょぅご あふ〇 みの あ必 ょちの 威 じは、 余を 巧し 給 ひ、 然して 嘗ての 戰 



尸：； 是ク V 




1.1 


み 風の 棟 
利 侵略の 
が .L なし 


場の 無名の 一兵 ± たりし 余を、 余の 叙を して 止まざる 网 民の 指導 あたる じ 成功せ しめ 給へ る 神 じ おす 
る恭顺 なる 威 謝の おじ 於ての みし かを 巧出來 ない 〇 神は、 一 摘 も 化喊ら さず して 吾が 民族を 悲境ので 
ん 底ょ b 閒 かし、 然して 巧び 隆输じ まる 道を を じ お敎へ 給 ふたの だ〇神 はを の 生涯の 唯一の 巧 務を遂 
巧す る こと、 卽ち獨 逸 ほ 族を して 巧の 屈辱から 厥 おせしめ、 ホせ おの 恥辱 的 屈 從の径 おから 脫出 する 
こ VJ を 許し 給 ふたの だ 0 

S 言 ふのは、 ね > 之の みがを の爲す 所を ての 目の なの だ〇 余は 政治 生活 じ 身を 轉 じた 其の 日な 來、 
獨逸岡 ほの 自曲巧 獲得、 をが 祖网の 力*」 强 さの 隆 輿、 网內じ 於け る 吾が 巧 族の 四を お毁狀 態の 征服、 
网 外じ對 する 不か 離間の 除 ま、 獨逸 岡の 經濟 的欧を 的獨立 生を の 維持 じ關 する 岡 家の 保を な 外 じは 何 
も考 へず じ 過して 巧た の だ 0 

みはたぶ 他方の ものが 嘗て 裝 力で 破 嫂した ものを 再び かり 上げん ィ」 したじ 過ぎない、 児惡 なる 惡窓 
又は 人間ら しい 恐 (不理 性 心が 劫掠し、 破滅せ しめた ものを 囘復 せん VJ したじ 過ぎない 〇故じ 余は 他 
國の權 利を 侵害す る 如き こどは 一度 もして ゐ ない、 たぶ 二十 年 前 じ 侵害せられ たる 權 利を 巧び 樹立し 
たじ 過ぎない 〇 今日の 大獨 逸闽の 範図內 では、 古 ホ獨逸 圃じ屬 してな かつた 地域、 獨逸闕 じ 結合して 
なかつ た 地域、 又は 獨逸闽 のを ま 權の下 じな かつた 地域は 一つ もない 〇亞乂 利 加 大陸が 未だ 白人 じ發 
見せられる ずつ ミな 前から、 又は 白人が な 住を する ずつ*」 な 前から、 獨逸闽 は 今日の 大きさで ななし 


おサ 


た許りでなく、 夕くの、 をれな巧夕つた化域、 地方じを胳がつてぜ巧してゐたのだ〇 

二十 一年 前 ぁの 化 腿 さい 戰 ずが 終ち を吿 げた 時、 幾 巧 おの 人々 の 聰髓じ 斯う 言 ふ 熱い 希望が 燃ぇた 
の だ、 卽も 世あ戰 ずの 災禍 じ 盤 はれた 諸 民放 じ對 し、 理性 どを 卒じ從 つて、 牢 かが 其の 勞を報 ゆる 所 
ぁ ち、 且つ 彼等を 幸福 じする やう じは 願つ たの だ〇 余は 敢て r 勞を報 ゆる」 ど 言 ふ、 何故ならば、 こ 
れ等 すべての 人々 は、^ — 歷化 家が どうちめ 様 をれ は 勝手 だが、 —— 化の 恐るべき 出 巧 事じ對 して 
何の 罪 もない の だから だ 0 

當時旣 じ 化の ホを がの 殺戮 戰じ おして 责 巧を bs 言 はれても い^ 様な 政を 家が、々 日 もま だ 一二 一一の 
岡々 じ 居る ごしても、 併しを ての 岡 や 民族を 化 表して 戰つわ 無 教の兵 ± はせいせ い同愤 さるべき でぁ 
つて、 斷 じて 罪 ぁり W 言 ふこ 艺は出 ホない 〇余宫 み も 亦、 諸君 御 承知の かく、 戰 前は 何等 政を のじ 進 
出しね こどの ない おで ぁつた、 だからた ぶ 他の 幾な 萬の 人々 VJ 同じく 塔 氣なー ホ 巧、 一兵 ホ どして 自 
巧 じ 課せられた 義 おを 遂 巧した ホな の だ 〇化故 じこを 余は 大戰中 も 大戰が も、 必じ .がしい 所な くを々 
VJ、 吾が 巧 族の 自由 ど 將ホ をみ じ 引を ける こどが お ホた のだ〇 なじ、 た 自闕 ほの 巧じ忠 實じ義 巧を 
あして 戰つ たものは 總 て、 人類が 遂に 巧び ずを 取ち 合つ て 働いて、 共同の 巧 蕾の 同な じ ホみ 寄ち 得る 
巧 じと、 理性 VJ を ホの ホが じ おしで 要 ホ憐を 持つ てゐ ねの だ、 VJ をは 赏 言す るが、 之を 余は おじ 罪な 
き 幾千 幾な 人のを じがて 言 ひ 巧る ので ゎる 0 


- ぉ 

併しな 時化の 數巧な 人は 端され て 化の 平が を フイ じして しまった、 と 言 ふのは 獨逸 度び 獨逸侧 じ 立 
つて 戰 った 諸 岡が 平和 條約じ 化っ て 叩きのめされた 許 b でな く、 該條 約は 戰勝网 侧じも 壤滅的 作用を 
及ぼした ので ぁつた 0 

戰ずじ 自ら 就を 取っ て戰 はな かった 人々 が 化 策を をめ た VJ 言 ふ禍は 其の 頃 漸く 現 はれて 巧ね の だ 0 
何故ならば、 惟惡 のをな どは 兵 ± は 知らな かつた の だ、 惟惡 のをを 抱いて ゐ たのは、 戰 ずの 慘蜜じ 捲 
き 込まれぬ 樣 なな 深 くら 自己の 巧蓝な 生命を 巧っ たかを あなの だ、 しかもを の後裕 雙の惡 鬼の かく 狂 
亂 して 人類 じ 盤 ひか、 ったの も 彼等；^ の だ 〇化惡 这惡意 VJ 理不 遊が ゲょ^ サイ ユ條 約を 釀し 出す 精神 
的 ごミ 色昏 & U をで 遠 巧で ぁっね の だ。 

千年の 膝 おを 巧ず る 生活 地域 も 岡 家 も 勝手 氣儘 じ破娥 されを 割され た、 を ホ 互 じ關係 深く 結びせ い 
てゐた 入々 は バラ バラ じされて しまつた、 經濟的 生を 條 仲は 無視され た、 稲々 な 民族 も ホ 戰勝岡 W 戰 
敗网 、すべての 機巧を 獨 おする 「ま 人」- と、 絶對の r 奴隸」 じを かたれた のだ〇 此の ダ ょ 八 チイ ユの 
記 錄は幸 じ もも 地じ黑 (インク) で 後世の 人々 が (巧の 經緯 を^ 理解 お 巧る 懐 じ 書き 夕 J めら れた〇 
おし (巧ぅ 言 ふ記錄 じ) 書き 艺め てないならば、 (後世の 人は) 化の 化 態は 出 健 目の (道德 的 じ) 腐敗 
艳 をした お紛れから 生じた 途方 も U いを れ抵 ひご 斷 じる じ 違 ひない 0 . 

勝利を 得た 巧 十， でな く、 氣の 狂っ た 政を 家の 手 じ 巧って、 殆んで 一 億 一千 五 百 おの 人々 は 其の 自決 


權を議 せられ、 且つ 凛、 農、 理性、 經濟的 條仲じ 何等の 選を 拂 ふこ-こも なく、 撃 じ舊寒 
共同 社をから 離脫 させられて、 新しい 共同 社 巧 じ. 頗 せしめられた 0 

其の 結 あは 恐るべき もので ぁつち 當阳化 裏 述は穗 々の ものを ぶち 攘す ことは 祟た が、 ただ 一 

つの 事實 丈ろ 之を 削除し しま ふころ か出來 なかつ た、 卽ち中 •歐 じは 限られね 缓じ押 这られ 

.たち 大な 民族が ぁる、 をして 之は 辉倒 力を 曇 度じ强 化し、 從 つて 其の 組織を 愚 霞 じ强隹 ねば、 
其の 日 其の 日の パンを 確保して 行けね 民嫉 でぁる、 (と 言 ふ 審實は 働かし 様 もなかつ たのた 〇) 

巧 前 平和 併し 么等所 襲 ホ ホ 義的强 岡の— あは 化の 問題に 願して ぞ でも 解つ てゐ たのち 最も 馬鹿な 物 
似- 《解ら 還 中がん. 類 じ.！： けて 解き放な たれた のち 一平 ホ舒じ 就き 化を 品 〇 人が 生活して 蒙 糊口 
を淺 がねば ならぬ 領域 じ 於て、 彼等は 殆んど 二 千年の 歷 おの 發展 を經て 造ち 上げられ たが 序を 無造作 

じ靈 し、 景囊な 謹 じし W しまつた。 寒— 等蟲ぅ 言ふ ( 謹®) ク置商 i じ關し 
て涨 せを たる S を 解か 出 來る繫 、解を？ 言 ふ靈ら 持つ てゐ なかつ た 乙 かも 彼等 こを 當 
時の 化 ホ 新が 序を 獨 化する ものと して、 化の 刚题 解が じ おする 寅 巧を をつ てゐ たらので はな かつた の 

、 ち • 

併し、 化の (彼 寒进 つち 化器软 巧が なじ S て 寒 結 おが 破滅ので ぁつたと 言 ふ-ミが 辭つ 

わ 時、 化 S 裘加ゃ 5 泛 望塞攀 SS 靈は墨 8 じ も、？ 人 愛 「窠れ 始末」 

五 




ホ 


じを して 巧 巧を ィ」 らぅ S 言 ふ ものは なかつ た〇 おなじ 罪の なす b 附け合 ひを して、 自み ホは (歴 お夕 J 
言 ふ) 「時」 の 申が から 逃れ やぅ ごした 〇併 し、 彼等の が惡 ど理不 盛の 爲じお 待され た 人々 は、 遺械乍 
ら 、白 巧 等を 巧" したず 合々 J 一 絡 じな つてみ のまを を 計り 得る 様な 狀態じ 達して ゐ なかつ た 0 
吾が 民嫉の 苦境の 一々 を 救へ 上げる こどは 到底 出 巧ない 〇 植民地 領 出は 全部 取られ、 すべてのを 融 
手段 も 掠奪され、 其の お あは 巧 まじなる し、 巧の 上 所詣鹏 巧の 重 おの 下 じ 喘ぎ、 吾が 民族は 网家 的災 
禍と言 ふ暗黑 時化に おつた のだ〇 併しょ ぐ 憶を て廣 いて 頂き 废 い、 をれ は闽民 社 會ま義 の 獨逸网 では 
なかつ たの だ、 民 まま 義的 獨逸网 だつ たの だ 〇民ま 主義 的 政を 家 輩の 約 巧を 信頼す る 程、 _ ^ 尤もを 
れは 常時の 短い 間 ホだった が、 —— 菊 腰 だつ わ あの (お まま 義 の) 獨逸闽 だつ たの だ 0 


ホので 和 
のな 巧 


これからを じ わを 境、 巧繪く 困窮の 爲 (掛か じ も 裳を も 翻む 也理 で) 獨逸 民族は 政を 的 じ 絶 醬的じ 
な b 始めた 〇 質を 勤勉なる 中 歐の化 民は、 呪 化 じ も 等しい ご 思 はれる 詳 b の、 垂 くのを を 贸邊の 中 じ 


，共産 ま義等 じがつ てら) 救濟の 可能性を ホめ 得る ご 信じね 〇納 太の 帯 生 曲は 無慈悲 じも网 民から 掠奪 


する 一方、 悲 横の どん底 じある 民衆を 化赐 した 〇 吾が 岡 民の 不幸は 此の (納 太) 民族 じと つては 自己 
目： gw なつた ので、 をれ から 生じた 失業者 W 言 ふ 革隊を ポ^シ H ゲ 1 スムの 革命 じ 適合す るか モじ 育生 
して 巧く 要が 出が たので ぁる 〇 政治的 秩序の 崩壊、 無責 巧な 斌太系 新聞の 搁 動じ 依る 一般 輿論の お亂 
は、 經濟 生活を 益々 不 をを じし、 巧の 結果 旧 おを 巧大 し、 ポ八 シュグ ィズムの 破縷的 思想 じか ぶれる 傾 


向を 益々 强 く-^ ^ た 0 

世 じ 失業 畫 V 」 谣せを た 網 太化界 革命の 軍隊ち 遂に 其の 數 約と 百を じ 昇つ ち 斯ぅ 言 ふ狀 態は 
獨逸 じは 未 曾 あの ことで ぁつた 0( おがは) 乂獨逸 巧 族 皮び これ じ厲 する 酱、 "プス ブグク 王朝の 生活 領 
域 じがて は、 領±狄 小、 人口 遇剩じ 制約され て、 生ぜ 競ず じは 穗 々な 困難が ぁつた じ もがらず 經濟 
生活は 時盖 だ不蹇 じなる} g か、？ て 次？ 安を」 T? ゐ た。 勸 勉精腳 、看なる 馨必 、あ 
じ 周到なる 秩序を 愛する 精神の ため、 援 (狹 こ領离 のな じぁり 餘るお 窝を並 嵩して やる 程 ま 
ではす かぬ VJ しても、 鬼 じ 巧慘瀉 たる 贫 困に 陪れ ない 得废 じは やつて 行けた の だ 0 
從 つて 化丰 裹的獨 S 述じ？ て强 制され 化慘 《なる ホ愛繁 が、 此等ゲ " 5 ィユ條 約 じ晴た 
げられ たおに 5 たも Q は、 をれ 丈 更に 酷い も® でぁつ た。々 日では 吾々 は 装 世寞戰 0 恐更き 
餐の巧 内が 何で ぁつ わかを 知つ てゐ る。 5 じを れは戰 利な (領 十； 割讓 なでら をめ て ご？ る 貪 
欲で ぁる。 彼等は 斯ぅ 考へ ミた、 雙侧人 S 霍 じおん ど 管 立たない (ダ- JS 磯な) もので 
も、 染めて} m 幕 •じで も すれば、 人 豐活じ 適な も® じ 巧」？ を》」。 (兵ら) 8 莫 きな 豎 

から 掠 C た 、狎し 出 甘る まも S 總て狎 し 出して がつ てし まつた、 をし 了 寡 等 0 生活は 何もし 
G いで ブラ ブラして ゐて も樂じ やつて がける S をへ た〇 これが 彼等 經鮮 半可通 盤の な 見 だつ たのた 0 
比の 日 的の 爲 じ、 


1、 稀々 の阔 家は 解瞄 しなければ ならぬ 〇獨 逸の 植巧地 領± は、 彼等 お 界的民 まま 義闕 じは を然無 
僧 做で ある にも拘らず、 •扣 がせられ ねば じらぬ 0 巧 源じ當 むな も壺耍 なる 領域 じは 侵略せ ねばならね、 
をして 若し 必 嬰なら ば、 円を 等の お 懲下じ 招かねば ならぬ 〇 をして 就中 

二、 化 等 民 まま 義じ磨 げられ た网巧 や 人に ご 言 ふす 幸なる 犧牲お 達が 巧び 囘傻 する こど、 又は (腿 
制 者じ對 して) 蜂起す る こどは、 斷然妨 をせ ねばならぬ、 ご 言 ふので あつた 0 - 

斯< て、 化の 腿 制の 呪を これから 先の 人々 ( Geng を one ろじ もを はせ やぅ VJ 言 ふ兜惡 なる 計 蚕が 
仕組まれた 〇 爾後 獨遮网 は 六十 年と 十 年い や 或 ひは 百年 じも涉 つて、 實 際の 調達 法は をく 雲を 姻社如 
きもの ごし か考 へられぬ 位のを 额 をま挪 へと 言 ふこ V 」 じな つた 〇 化の 英大 なを 额を赏 際に 調達す る じ 
は、 を貨じ 依る も、 か 网爲替 じ 化る も、 或 ひは 生-が' 物ぶ 期 的 供 輿の 方法に 化る も、 すす 能で ある 〇雌 
着され た巧納 をは 滅 C してし ま ふじをつ て ゐる〇 

事 巧 之 等 民主 ホ義胸 平が の獨 拱が は、 其の ゲム八 サィ ユの 精神 錯亂じ 化つて 化 ホ 絕濟を 崩壊 させて し 
まつた 〇城銷 じ も ほ 族、 网夕 を解慨 せしめた 爲 、彼等は 数 世が じ 渉つて 發 速して 巧た 共同の 經濟 "を 
輔狀 態を 破壊して しま ひ、 典の 結果 ァゥ タ^キ ー じ 化る 獨 ホの 傾向を 益々 を逮 せしめ、 延いては 從ホ 
お化して ゐた 一般化 巧總 濟の條 件を 潰滅せ しめてし まつた のに 0 

二十 年 前、 をが 當 時の. ミュンヘンの 獨逸勞 働 幾の 巧と 醬 目の 黨貴 V 」 して 鷄員簿 じ 翼 名して 政 あ 生活 


巧 


じ 入つた 時、 みはを の 周闽に 此の 调 落の 化が 益々 現 はれて 巧て ゐ るの じ氣が 付いた 〇 最も 惡 いこ，、」 は 
. _ 旣じ强 調した 所で ぁるが、！ この 結 あ 大衆が 極度 じ 絶望して し 立 一つた 事、 敎を ぁる 人々 の吼じ 

め てん 問 Q 養、 5< 金 じ 靈 墓-わ f 窠」 £ 、同じ ふ 利 畫義な 性 《霎の 畜生 

の 様な 我欲が 優勢 じな つて 巧た 率で をる 0 

をが 化® 二十 年賀で® 程度まで 楚蘿 たる 免解狀 態から 一 置を 形を、 新 秩序を 作り出''^ た 
かは、々 日々」 なつて は 旣じ獨 逸を じ感 する 問題で ぁる 〇 々日 余が 序說 どして 諸を じ 明かに したい 事は、 
外を 化 策に 關 しみの 盧阔 する 所の ま 旨 S 、 巧の 寶現化 じ 就いて でぁる 0 
ゲょ八 サィ ユ條 約の 蕊鹏中 愚ら 破廉耻 なる ものは 獨逸网 民の 解 體ィ」 、を もを も 千年 巧獨 逸人が 化 居し 
てゐた 生活 颁 域を 政を 的 じみ 解した こどで ぁる 0 

畿 曇ち’. 獨逸网 巧の 諸 巧！ 護 じじが ては、 何時か 网ぷ葵 養' 篇 境じ關 して、 すべてが 
滿を する 様な 一致て た赃 ちが 冀る 事は、 おを 不可能で ぁる どを は 固く 信じて 疑は ない。 

民族 路輒が 靈数化 愛 間 じ 次 党 じ 休止 S じな つた？、 雙 大きな 共同 社 巧が 塞した 爲 、ど 
んな概 方を しても、 をが 网 じは 巧んで 必ずや 滿 なとは 言へ ぬ 態の 狀 態が お ホ 上つ た〇 併し 此の様 じし 
て 民族的な 义岡家 的 形 襄處 が 萬 もじ (囊 して) 常 かいた 巧 じ、 去る 5 がの 閒 じぞくの ものは 巧 
のがな ホ 盛を 包 ミ 且を もを 當が でぁると おつて ゐ た、 卽ち 結局は 歐羅じ 諸に 族の 岡み が ホ 詔を 耸 


-0 

蓝 する こご ど、 旣じ化 立した 网家的 組織を ホ認 する こ VJ (卽ち 民族 茵巧 ど當 時の 网埼) との 間 じを 協 
が 見出される 、をのを 協じ從 へば 歐羅 じじめ ける 阀 家の 秩序を 破壊す る こどもな く、 化つ て 元 ホ 其の 
网 ぷじ與 へられた 經濟 的ぶ 礎を 破壊す る こご もな く、 民族 體を 維持して 巧く こごは 出 巧る であらぅ ご 
言 ふ ホ 遵 であっ た 0 

化 等のを 望を 巧 ホ大戰 はなを じして しまった 〇ダュ ^ サィ ユの 平和 强測條 約は 此の 孰れの プリン シ 
プ八じ も 沿 ふ もので もなかった 〇 民族 自が權 は 無視され ねし、 义歐羅 じ 發强の 爲の网 家の、 いや 經濟 
的 必然性、 又は 經 濟的條 化まで も 考慮され なかっ ねの だ 0 

併し をれ にも拘らず みは、 旣じ强 調せ る 如く ゲ ''ル サィ ユ條 約の 修正は ある 限 巧まで 達し 得られる 
ご 信じて 疑は なかつ た〇 余は 之を 常 じ 率直に 巧ら 穂 じ 言つ て ホた、 をれ も拽 得の 酣 引を 賓 へる 所 ある 
故で ない、 あ必 ょりの 確信 じを いて 言つ て 巧れ の だ 0 

故 じみは 獨逸 民族の 岡 家 的お舉 おごして 巧く 確信す る ものである、 卽 ち歐羅 むの 共同 ホ 活に艺 つて 
ょ b 高 巧の 利益が 齋ら される 所では、 柯處 でも 個々 の闕 家の 利鲁關 係は、 若し 必要 ど あれば、 ー ホを 
讓 るべき である VJO 併し これ も 上 じ力說 せる 如 < 、(自 國の 損得の) 駆 引を 考 へての 謂では ない、 余は 
锁 じて 迷は ぬ、 余の 見解は おおじ 眞 面目なの である 〇 化の 根據 から、 をは 抗爭の 的と なり 得る 地 城を 
般じ おしを 後 的 おかを 下した の だ、 をして をれ を內 外じ宣 し、 なて 內 外の 承認を 得た の だ 0 


對佛領 ± 余は、 一ん セ ol と 一年の 佛頗 西の かく、 ァ 火サス •ロ ー レンの 割讓 をな てみ 义じ耐 へ 得ざる 態の も 
關巧 ソ 

の VJ は考 へな かつた、 然ら ずして 余は ザ ー 八 地方と 嘗ての 獨領ァ 八サス •.ロ ー レン 艺は別 街の もの ご 
見た のでを る〇 余は 化の 見解を 變 へた こィ」 もな く、 义 今後 も 鍵へ る こィ」 はない 〇义 余は 獨逸國 內じ於 
て、 言論 じ 化る も 又は 他の 方法 じ 依る も、 をの 此の 見解が 一度で も 無視され たり、 ごや かく 巧 題に さ 
れ たちす るを 詳した-一 ごもない 0 

ザ ー グ疲歸 じ 依つ て歐羅 B じ 於け る獨佛 間の 垂領 ± 問題は 解決した ので ある 0 
併し 佛蘭 巧の 政を 家が、 化の 態度を なて 常然 極ち なし S 見て ゐた こごに 對 し、 余は 常に 遺喊じ おつ 
て ゐた〇 をれ は 物事の 見方が 間違つ て ゐるど 言 ふ もの だ、 余が 巧う 言 ふ 所見を お 膝した のは、 ホして 
佛閱西が恐いからではない〇 をも嘗ては兵十-であつた、 をんな事を巧れる譯はない〇 あじザー八地方 
じ關 しては、 之を 獨逸じ 返を せぬ ご 言へ ば (岡 ほが) 默 つて ゐる當 はない こどは 明 腺で ある 〇 余が 佛 
閒巧じ 街して がう 言 ふ 態度を 間め たのは、 歐羅 じじは 何とかして 平 かが 來 なけれ ぶなら ぬ夕」 言 ふ 必要 
性の 認識から おた 裝 現であつて、 無制限な 要 ホを 提出し、 或 ひは 絶ぇず (ゲ グ サィ ユ條約 等の) 修 
正を 求めて、 (歐羅 じじ) 永 涩の不 巧を 又は 緊張 狀 態を 糜し 出さん が爲 ではない ので ある。 併し をれ じ 
も おらず 巧し 緊張 狀 態が 生じるならば、 これは 獨 逸じ责 巧の ない ものである、 然ら ずして、 斯 かる 繫 
張狀 態を 計肅 のじ おき 越し、 なて 自らの 資本主義 的 利益 じ 役ぶ てょう VJ 言 ふ 闕際的 (不 化) み 子 じ 巧 


巧が あるの だ 0 

をは 夕 くの 闕 々じ赏 言を 發 し、 自ら (不侵略 じ おする) 義務を な ふたが である 〇 これ 等說 岡は 何れ 
も、 獨 をが 此の 宜言じ 反する 要 ホが ましき ものを 一巧で も爲 したな ど*」 言 ふ 巧 惯を言 ふ 筋は ない 皆 だ 0 
又 例へ ば 化歐諸 岡の 政を 家 も、 獨逸政 巧ょり 或は 獨逸 一般 與論な での 形で、 これ 等 諸 岡の 宗ま權 yj 保 
圣じ 反する 樣な 無理な 要 ホが 爲 された こご あち V 」 ま 張す る權利 もない 0 

余は 歐羅 じの ぞくの 岡々 が獨逸 政府の 化の 宵 言 じ適應 して、 自ら も絕お 中立の 意志を を 明し 强 調し 
てゐる こご じ おし、 誠 じ 欣快 じ减 じる 次 築で ある 〇 これは 和 蘭、 白す 義 、瑞西 、了 採 等 じ關し 言へ る 
ことで ある 〇佛關 西 じ 就いては 旣じ 述べた 〇吾 等と 深い 緊密な ぶ 好關係 じある 伊太利 じ關 しては 言 ふ 
まで も あるまい 〇 或は 隣闽 這して 其の 韶み淺 からぬ 洪才 利、 ユ ー ゴ ー スラ ゲィ ャじ關 しても 述ぶ るまで 
もない。 、 

他方、 余の 政を 活動の 最初ょ 6 余が 巧を 口して 置 いわこ VJ が ある、 卽 ち、 を 劣、 無法に も、 吾人が 到 
底 受理し、 且 是認し 得ざる 程 じ、 吾が ほ 族の 旨 決權を 侵害ず る 加き、 (上述の かきとは) 又 別な (敵 
視) 狀態 がが 巧した の だ VJO 余は ホ だせて 上述の 諸 阔家じ おして (上 じ 述べた のどは) 異 つた 態度を 
一行 も 筆 じした こ VJ もな く、 义 唯の 一度 も演說 じがて 言つ たこ VJ もない 〇义 他の 場合 じ 於ても、 余は 
余が 實際上 じ 示した 打 動じ 反する おな を も 一巧 も 書いた こどもな く、 又 j 言 も 言つ たこ どもない 0 


填た 巧 一、 懊太 利、 獨逸 民族の 嚴 古の ォ スト マグク (註、 獨逸 東部 邊境 地方、 懊太 巧のを じ 用 ふること が 
ぞい 〇) は 嘗ては 獨逸 网柬巧 部じ對 する 獨逸國 民の 防嚮 地域で あつた 〇 化の 地方の 獨 逸人は、 其の 大部 
をが (バゲ ァリャ 人の 祖 、西 ゲグ マン じ屬 する) バ ユゲァ ー レ 族では をる が、 (兎 じ 巧) ル ゆる 獨逸穗 族 
の 移民から が 立して ゐる〇 を じ 此の ォ ストマ^クは プス ブ^ク). 王朝の 統 下じ屬 し、 獨遮巧 岡 ご 
して お 世が も續 き、 從 つて ゲィ ー ンは當 時の 獨逸國 の 首府で あつたの だ〇 此の 獨逸帝 岡は 巧 第 じ 崩壊 
の 道を 辿 り、 n グ シヵ 人 ナポレォンの 手 じ 巧つて 遂に 粉が された 〇 併し 其の後 も 獨逸職 邦 VJ して 巧 在 
し、 をして を 近は ホを おの 大戰じ 際して 网家 的には (獨 逸一國 ごして) 統一され たもので はな かつた 
がは 族 的 じは 明か じ 一元的 じ 統一され て、 共じ戰 ひ、 共 じ 苦が を 嘗めた ので ある。 余ち 身 も 亦 化の 才 

スト マ グクの おな の だ。 ‘ 

ゲ-八 サィ ユの 「犯罪」 じ 依つ て 獨逸國 は 破壊せられ 、娘 太 利は 解體 せられね のみ か、 千年な 上 じ 
も 渉つ て獨 逸人が 風して ゐれ 其の 共同 社を を 認める こど すら 吾等 じ 銭 じられ たの だ〇 化の 狀 態を 排除 
する ずを もつ て、 をは 余の が 高 じして、 致 も神舉 なる 生涯の 巧務 ど 常じ考 へて ゐた〇 化の 盧 志を 巧吿 
する こ夕 J を、 余は 一度 も 化 ひ 化つ たこ どらない 〇且 、日夜 余 じ附總 つて 離れぬ 化の 考を 必ず お現しょ 
ぅご 巧 じ決必 して ゐ たの だ〇 をは 神 じな されて、 なの 祖 脚*、」 ォ スト マグク の獨 逸民 族を ば、 獨 逸岡卽 
ち獨 逸民 族の 共同 社を じ 巧び 結を させた が、 若し 化の 巧 力 じ お 敗して ゐ たなら ば、 をは 神の 命じ 巧き 

— 一三 


沿 神の 罪を 化した こ s じなる の だ 0 

々は 之 じ 化って あじ ダ ニグ サイ ユ慷 約の 破 廉砸な r 面を 巧 ひ 去っ わ〇卽 ちみは セな 五十 巧の 獨 逸人 
の 爲じ肖 決權を 巧び 樹立した 〇 をは 化のと： 白 五十 巧 人ょり 民 ま 主義 的 暴壓を 除去した 〇 をは 自闡の 運 
かの ねめ じ 「投棄」 ずるを 禁中る 巧 縛を 絶ち、 化の 「な 票」 を (世 ホ) 膝 あの 面前で 巧っ た〇 其の 結 
あはた ぶじ 余が 期が して ゐた 逆り でぁっ た 許り か、 ゲ - 八 サイ ユの 民主 ま 義的暴 腿 巧 輩が 间じ < 豫测 
して ゐた述 りじな つた 〇 イ」 言 ふのは (此の 結果を 豫 おして ゐ ないなら、) 彼等は 合が の 人民投票を 禁ず 
る わけは 無 かつね じ 違 ひない の だ 0 

二、 ボへ ミヤ 及び モラグ ィァ 、民族 大移勵 時化 じ、 お 因は 不明で ぁるが、 獨逸 種族が々 日の ボへミ 
ヤ 、モラ ダィヤ 地方から 移動し 始めた 時、 他 民放の スラ ダ 民族が 化の 地方 じ 入 6 这んで ホて、 同地 方 
じ殘留 して ゐる獨 逸人の 問 じ 根を 下した 〇 をれ な 來 化の スラ ゲ 民族の 生活 原が は獨 逸民 族 じがつ て お 
蹄 型 じ 取 b 圍 まれた 〇經濟 的觀點 から 見れば、 之 等 地方の 獨立 的が 巧は、 結局は 獨逸 民族 ど 其の 經裤 
ごじ 關 係な しじは 考へ 得られない ものである 0 

之 W 離して 考 へても 化の ボへ ミヤ、 モラ ゲィヤ 地方 じは 殆んで 四百 萬 許りの 濁 逸人が 化んで ゐる〇 
ゲュ^ サイ ユ條 約な ホ、 チムコ 入の (み數 民族) 腿を 政策の 下 じ、 特に 尖銳 化した (他) 民族 絕滅 政策 
の爲 、一部は 义經濟 的條仲 VJ 两窮の 巧 加の ため、 (當 地の) 濁 逸み 子は 岡 外 移住を 餘儀 なくされ 、残存 


濁 逸人の 數は約 一二 百 セ 十 苗 じ 減少した 〇网 境地 方は 一機に 獨 逸人が 住居して ゐ るが、 巧 部の 方 じ も 亦 
獨逸 語の 語られる か區 域が 渾山殷 がして ゐる〇 チょコ 民族は 其の 起源から 言へ ば 吾人には 關係 薄い も 
ので ある 〇 併し 十 年 じ も 渉る 共同生活の 結 化 其の 文化は 本質的 じ獨 逸の 影響 下 じ おおされ ホ 円 成された 
の だ。 其の 經濟 も大獨 逸經濟 組織の 一部を 爲 して ゐる 故に 存 織し 得た のだ〇 化の 岡のを 府は ある 時は 
濁 逸ホ國 のせ 都 ( Kaisers す dt ) であつ て、 獨逸蟲 ホの 大學 も當巧 じある 〇 夥多の ド ー ム 、お •區 役所、 
をな のを 壯 なる 建 黛 物 等は 獨逸义 化の 影響を 物語る 證 人で をる 〇 チょコ 民族 自み數 世紀 じ 渉つて 對獨 
逸 ほ嫉關 係を ある 時は 緊密 じし、 ある 時は 疎遠 じして ゐ た、 然して 緊密 度が おした 時は 濁 逸、 チょ n 
兩巧族の隆盛をお來し、 疎遠じなつた時は、 何時でもヵタ ス ト 。1フ が やつて來た〇 (ご言ふ狀態で 
あつれ。) 

濁 逸民 族の 長所 VJ 個 化は 巧 人 じ 明かなる 所で ある 〇 併し ナュコ 民族と 雖 も、 を體 どして 見れば 其の 
熟練、 能力、 棉勵 、勸勉 、义 自己の 故鄕の ± じ おする 変、 义自 みの 民族 じ對 する を じ 於て は、 やはり 
香 人のを 敬 じ 傾す る ものである 〇實 際义 其の 网民性 じ おする 相互の 曾 敬が 當然の 事 巧で あつた 時 巧 も 
あつたの だ〇 併し 化の チ。 コ 反賊 じ、 獨逸じ 反抗す る 愧« (胸 网ぷ) ごしての 特別な 役割を 振り 當 てた 
のは、 ゲょ^ サィ ユの 民主 ま義 的が か 製を お违が 自ら 要求し 得る 巧 織な の だ 0 

化の 目的の 巧 じ、 宜 - ii 族の 要素 丈では 圣く 一本 立の 出がない チょ n 网家 じ、 自巧 勝手 じ 化の ほ 族の 


H ハ 

要 索を 附巧 する (をして これを つき おせて、 一网を おす) 樣 じを めた、 と 言 ふこ ごは、 斯ぅして 中欧 
じ 於け る 獨逸网 民に、 (一岡 家 ど 言 ふ 形で) 网家 的じ潛 化のを 威を 典へ る 基礎を かためる たみ じ、 (チ" 
n 巧 外の) 他の 說 民族に も 露わを 加へ たじ 等しい の だ、 ど 言 ふのは、 化の 网 では 所謂 「岡 家の 中樞を 
なす 民 旅」 は少數 民族で ぁるの だから、 該闽 家は 人口の 大部み を 占めて ゐる 民族を 非 造に も あ 害しな 
ければ巧纔して巧くことが出ホ^^か つたのでぁる〇 所が此のあ害ぶ歐洲の民主ホ義諸國がお誰ご後押 
しを 許し 與 へなければ、 不可能 だつ たの だ、 おじ 又 化の がが しも、 チ" コが 其の 誕生に 際して 抑 化け 
られた 役割を 忠 巧に 引ずけ、 遂行して 巧く 用 藍が なかつ たなら、 當然 期が 出 巧ない もの だつ だの だ 0 
其の 役割 どは か 論、 中歐の 統一的 强 化を 妨蕾 する こと、 軟羅 B じ對 する ボグシ ミゥ ィズムの 侵入 じ 橋 
渡しを する こど、 就中 獨 逸を 敵 VJ する 巧歐巧 まま 義諸闕 の 「傭を」 わる こど じ 他なら なかつ た 〇これ 
な 外の こどは (上の 役割 さへ あせば) 自然 じ 出て 巧る 0 

チム n が 化の 巧 務を遂 がしょぅ ど すれば すぇ 程、 少数民族のに 抗は 大きくな つわ〇 化の 反抗が 大き < 
なれば なる 程、 霜々 腿 迫を 加へ ねばならな かつた 〇 化の 闕 內相逊 矛盾の 避け 難い 袖 化の ねめ、 あじ 巧 
歐巧主 ホ義的 「岡 家剣設 あ」 や 「巧 誰 者」 じ をれ ホ賴ら ねばならなく なつた 〇这言 ふのは、 結局 化の 
不自然な 人 爲的岡 家の 巧 在を が 濟的じ 維持して 行く のは、 彼等 (民 まま 義諸 國) を 描いて 他 じな かつ 
たからで ある。 


採て 最初 獨逸闽 は 根本 VJ して 唯一つ のま 張 (Inter 爱 se ) しか 持つ てゐ なかつ た 〇卽ち 化の (チ- コ) 
國內の 約 四百 おの 獨 逸人を 巧の 耐へ 得べ からざる 请 遇から 救 ひ おし、 祖网 への 復歸 、卽ち 千年の 歷を 
をを する 獨逸圃 へのな 歸を 可能なら しめて やぇこ VJ 么 であつ た 0 
化の 問題は おち じ 他のを ての 少數 民族 問題 じまで 展開した が、 をれ は當然 のこ ごで あつた 〇 併し 總 
ての (少 數) 民族を 引 おいて 了へ ば、 殘 つた 両家は 查 くな 巧の 可能性が 無くなつ てし まふ じ まるこ ご 
も當然 であつ た 0 'これは ダ。 八 サィ ユの 「网ぷ 製な を」 じ艺 つても 巧 自明の 事實 だつ たの だ。 何故な 
らば > この 事が 解つ てゐ わから こを、 彼等は が 他の 少数民族 じ對 する 暴が を 巧 諮し、 其の 少數 民族を 
其の 盧志じ 反して、 無理 じ 化の 索 人の 作つ た 岡 家 じ 巧 込んで しまつ わの だ 〇 . ' 

をは、 化の 余の 見解 ど 態度 じ關 しては ただの 一度 も 疑つ たことは ない 〇獨逸 励が 無力、 無 軍備な ろ 
し 限 ゎは、 化の 約 四百 おの 獨遮 人じ對 する 暴 巧 も、 事 實上獨 逸の 反が も 受け 4 ことなく、 成し 得た の 
だ、 をれ じ 間違 ひは ない。 併し 獨逸网 ほが み 遠 じ 一九 一九 年當 時の がおから 脫し 得な V だら ぅど 考へ 
たもの が あれば、 をれ は 政治 じ 就いては ホん 坊 だで 唯、 外网の 支持を 受けれ 网際 的賣闕 おが 獨逸 阅統 
治を ず 巾じ据 つて ゐた 問は、 化の 屈辱的 狀 態は 辛捧强 く廿 巧され て ゐるど 見て 差 まへ なかつ た 〇併し 
网 民‘ 社 衍 主義の 勝利な ホ、 化の 巧 网お 等が、 其の 補助を を貨 つて ゐた 諸圆 じお替 へせざる を 得な くな 
つた 的から、 化の 問陋の 解かは 唯 時の 閒题艺 なつた。 


をに 


おじ 化の 際閒題 どなる のは、 を然么 じ腳係 ある 圃 々ホの 問題で あつて、 西歐羅 Q (を 體) の 問題で 
はない さ 言 ふこ， こだ 〇阳 歐羅じ (諸 网) が自 をの 利益の 爲じ人 爲の网 家じ關 也を 持つ のは、 勿論 理解 
出 ホる 所 だ 6 併し 此の 网の 取卷き 速が、 円み 等 じ S つても 決定的の 刺 蕾 關係あ bw 見る どしたならば* 

ある 岡々 じ泛 つては 或 ひは， 「逛喊 な こと」 かも かれぬ が、 —— をれ は妄 節で をる 〇 化の 利 巧關係 

が 此の 网ぷの 經濟的 基礎 じ 向けられて ゐた ご 言 ふ縣じ 就いても、 若し 經濟め 利番關 係が 結 周の 巧は や 
は b 唯 民 まま 義的 諾阅の 勢力 仲展 政策の みを 目的 VJ して ゐる もので なかつ たなら ば、 獨逸侧 からは 何 
も 別 じ 異なは なかつ たの だ 0 

を じ 此の チて n 岡 家 じ 於け る經 濟胸發 おは ある 巧 要な 指針を もつ てゐ た、 卽ち軍 寧 的 じ 高度の 設備 
をち する 國 をを b 上げる こ' ここれ である 〇し かも 其の 巧 おた る や、 御 逸网內 じまで な 这んだ 稼 堡を築 
くじ あるの だ、 これは 獨逸岡 じ 巧 部から 侵入す る 際 じ、 これ じ 職 絡した 軍 李 巧 勵の岀 を點ピ もなる 
し、 又はを 軍を 地 VJ もなる、 何れ じせょ 疑 ふべ からざる 重を なる 倡 値を 有する ものと 言は ねばならぬ 0 
化の 岡ょり (民主 ま 義諸网 が) 何を 期待して ゐ たかは、 佛蘭 西の 航空 大臣 ビ ユ1^ •コットの 言說じ 
化つ て 巧 確 じ 示されて ゐ る、 卽ち コットは 脇 面 もな く 斯ぅ 言つた、 化の 网の 巧務は あずの 際の 空軍 爆 
擊據點 わる じある、 此處ょ b すれば 獨 逸の 重 耍 工業 中必地 帶は數 時間を おでず して 擊滅 可る こどが 出 
ホる の だ WO なじ 獨 逸な が侧も 同じ < 、化の 撰 锻根據 地を 破壊して 了は ぅ VJ かふした の も 無理では な 


獨 をが 化の 巧必 をした のは、 かして チ-ー コは族 じ 街す るお惡 から 出た のでは ない 〇攀ろ 其の 反對で 
ぁる 〇何 故なら ば、 千年 陈も 共同 生を をして ゐる間 じ、 獨致兩 民族が 教 世が じ 涉 つて 緊密な 協働を 爲 

たことは 魔々 ぁる、 併し 器閒じ (兩 民族の 關 係が) 緊張 靈じ ぁつた S ほんの 疑 期間 じ 過ぎな 
かつた の だ 0 

斯ぅ 言 ふ 緊張 狀態 じぁる 阶 じは、 民族的 地位を 化まして (言は ば) 愚 前線の 壁 读で圆 つて ゐる 入々 
の感恼 が、 ぇて (岡 民の) 正義 威を 鈍らせ、 かくてを 體夕」 しての が 斷を誤 まらせ てし まふ こどが ゐ 
to これは 何れの 戰 ず じがても 見られる 特徵 でぁる 〇 併し 相互 理解の 下 じ 共同生活を 營ん でゐた 長期 
閒 じめ ては、 兩 民族と も わを じ 其の 民族性を 巧 敬し 且つ 憩虛 すべき 神聖な 要 ホ 權をま 張し 得る》」 言 ふ 
點で常 じ 一致を 見て ゐ わので ぁる 0 

余 自身 も 亦 最近 數 がの 紛ず 中、 チ'' コ 民族 じ おする 態度は、 單じ 一方的な 民 踞及闕 家の 利益 保 謹 お夕」 
しての みならず、， コ 民族を 巧 敬す るら の 色しての 態度は 失は なかつ た 〇確實 なるこ ごが 一つを る、 
卽ち民 まま 義 のな、 (チ ょ n ) 岡 家 「取上げ 婆さん L 達が、 がの 兜 極 目 闲を逮 し 得ね どしても、 獨逸國 
は、 撰 あはを* ける かも 知れない が、 斷 じて 滅びる こ艺 はな かつた だら ぅ〇逆 じ、 チ ニコ 民族 こを、 其 
の大 さと 地位 じ災 されて、 恐らくは 懷您 たる、 いやを の 確信 じょれば、 破が 的な 結み じ ホち まらざる 


を 得な かつた じ 違 ひない 〇利 おを 同じう する 民 まま 義説网 じは 迷惑 極 b なかつ たか も 知れない が、 獨 
逸 岡の 節度 (を 知つ たお ホ) S 、 チ。 - n 民族の 洞察 じがつ て、 化の 中轉の カタ スト 曰— フを 避け 得た 
のは 誠 じき 福で あつた ど 思 ふ 0 

チょュ 人中 摄も 媛れ た、 玻も涧 をの ある ものが 數 世が じ 渉ち 獲得し ょう VJ 努力して ホた もの、 卽ち自 
民族の 權 利、 化の お巧脊 成じ對 する 權 利、 义 此の 民族 隆 興じ おする 權 利は 何れも、 國民社 曾 ま 義獨逸 
岡內じ 於て は 始めから 彼等 じ 許し 巧 へられて ゐ るので をる 0 

闽民社 巧 ま 義獨逸 岡は、 吾人の 誇で ある 人種 じ關 する お理を 巧を しょう VJ 言 ふ 恵 志は. ない 〇 この 巧 
理は 獨逸闽 民の みならず、 チ - n を 族 じど つても 利益 ある ものな のだ〇 吾人が 要求す るのは 歷 おの 必然 
性のを 巧 及び 吾等が 皆 現在 おつて ゐ る經濟 の 通 あが 態の 承認で ぁる 0 

一义 S 八 年 二月 二十 二日 网@ じ 於て 余は 化の 問題の 解決を 巧吿 したが、 其の 時を は、 中歐 情勢の 必 
然 巧に 從 つわもの ご 確信して ゐた 〇 1 九 S 八 年 一二 巧 じ 巧ても 余は まだ 斯う 信じて ゐ た、 チ - n 岡內の 
少数民族 問題は 徐 々じ (一般 情勢が) 進展して 解み じ まる だら う、 をして 述 かれ 早 かれ 協調の 共働 じ 
依つ て、 政治の のみならず、 經濟 のじ も 吾々 總 ての 巧 盛 じなる やうな 共通の 段階 じ 達し 得られる だら 
う VJO 併し 頭からを の 先き まで 网際的 民 まま 義 的を 融業 おの 手中 じ陷 つて ゐる ベネ シュ が、 化の 問題 
を 願つ て 軍事的の もの どなし、 濁 逸民 族 腿 あの 浪を おし、 同時 じ 1 御 承知の 動員を 巧 ひ、 なて 姑 逸 


网 家じ阅 際の 败 化を 蒸らせ、 其の 成 信を 傷け よう ミした 時、 其の 時 始めて おは、 化の ままでは 蟲早解 
決は 不可能で ぁる どが つたの だ〇 何故なら、 獨 逸も勵 員した ご 言ふ當 時の 虛 報は 獨逸國 の 威信を そ遂 
させんが ためじ、 明か じ外网 からかき 送 若れ、 チ王コ 人に 入れ智慧 された のじ 違 ひない からで ぁる 0 
獨逸は去年のお巧じは唯の 1 人も動員したこ*^」はないなどピ化蹈じ义繰おす必要らぁるまい、あじ、 
々數民族をいいおしくが遇するこごが、 巧な理解じまる道を拓<こィ」じなるのだご言ふこ*'^。は、 シュ 
シュ ニ" クの 運命を 見れば 敎 へられる じ 違 ひない’、」 吾々 は 思つ てゐ たが、 これ も 今 あ 言 ふまで もを る ま 
い〇か 個人 这 しては 、巧 じ 巧 辛棒强 く、 又 必要 VJ ぁれば、 年月が かか つても、 巧う 言う (少教 民族が 
扭 改善 じ 依る) 平和的解決 をし ようご 言 ふ 腹だつた 〇 併し 斯う 言 ふ 平和的解決 こを 正 じ、 民 まま 義諸 
阿の 使媽お 速の 毛 嫌 ひする 所だつた 〇 彼等は 吾等獨 逸人を 惜惡 して ゐ る、 をして 吾々 を卿滅 しねくて 
たまらな いの だ 〇拌し チェコ 人は 彼等 じごつ ては 何でもない、 目の じ おする 手段 じ 逝ぎ ぬ 彼等 じは 
健 おな 一 小 ほ 族の 運命な で お ホは ない、 彼等の 政萊 のた めの 犠惟 空なる じ 違 ひない 何 お 何千の 健氣な 
兵卜の 生命な でには 卿を しないの だ 〇么等 巧 歐め平 かを 賣 り 物 じする 化 曠お冀 じは ず 一 抑を 確立す る こ 
ィ J なでは でう でもよ いの だ、 がらず して、 化を 流させよう、 をして 化の 流 化 にがつて 諸网 民を 煽 取し、 
あじ ホ 化を 流させよう、 と 言 ふの が 彼等の 關ふ 事な の だ 0 

かるが 化 じ、 獅逸聊 具說は 描を せられた、 をして プ ラー ク 民衆は 僞腑 された のだ〇 これは チェコ 


の 


ニニ 

励 質に 口 巧を 附 ける ため、 だつ わの だ〇 且又 これ じ 化つ て、 を 早 避け 難い ご 見ぇた ズ デー ブン 地方の 人 
段 投黑じ 思 ふ壺の 軍事的 贩 あを 加へ 憐 るど考 へられた の だ 0 
彼等の 考じ 依れば、 獨 逸には 二つの 可能 化し かな かつた、 卽 ちチょ n の 動員を 承認し、 屈辱的 敗 化 
を廿 巧す るか、 或 ひは チょ n •ス n ゲ r キァ ど ホを 稱 へる、 卽も流 化の 戰 ひだ、 をして 延いては 化の 事が 
じを 然無關 係な 西 歐諸网 民 も 動員 じ まる 可能性が 化 じ、 彼等 も 同じ < 化の 避け 難い 化の 燥裝 じあき 达 
まれる、 をして 巧て 人 おは 此の 新しい む タスト D フじ 落ち 这 み、 ある 者は 戰- 死の 名 嚳を擔 ひ、 义他 
の おは 戰ず巧 K で一備 けす ると 言 ふこ S じなる かで あつた 0 
議員 訴 君—. 諸 巧は 當时 余の おした か 必を御 承知の 皆 だ 〇卽ち 

一、 化の 問题を 解決す る こど、 をれ も 一九二 j 义 年中 じ、 少 くご も 十月 二 円を 巧 限 ごする 0 

二、 此のが かの 準備を なすこ， じ、 化の 問題 じ (横から) か 入し ょぅご すれば、 がず や國 民の 一致 國 
結した 力の 排繫じ 出會ふ 捻に、 あらゆるず 段を 溢して 準備す る こご 0 

II 固 境 此の 時じ當 つて 余は 西部 网 境の 備のエ 築を 決し、 命令を 下した ので ある 〇一化 一二 八 年 九月 二十 五日 
じは 旣 に、 乂戰當 時の 昔の ジ ー クフ ブ I 卜線 のの 製 力を 一二 十倍 乃至 四十 倍 も 凌 想す るが 態 じ 達した 0 
をれ 等は々 は 大體じ 於て 完 がし、 然して 目下は 余が 巧じ與 へた おみ じ 依り ァ ー ヘン、 ダ ブリ I ッヶ 
ンの 外郭 新 巧 数 線の 疵張 中で ある 0. これ も 亦 大部の 範 圍じ涉 b 巧嚮出 巧る 狀 おじ お 巧 上つ て ゐる〇 ホ 


を襄鬟 Q 築かれた 言 Qs 狀 態から 衰 ば、 靈 な、 如何な &黨 s 励ら 器戰 線を 突破 

する こごは 出 巧ない、 W をん じ 縮 信して 可な b である 0 

チて コ 動員に 依る 第一 罔 挑發的 試みが、 望んだ 結 あを 得る じ 失敗した 後、 第二の 段階が がつ た、 化の 
段階 じ 於て は、 事 實中歐 ホ じし か關 係の ない 事象は 中欧 丈で 解かさせ やぅ ど 言 ふ 傾向が 益々 明確 じ 現 
はれて 巧た 〇 今日 「ミュンヘンの 赖 を踏扣 勿れ」 と 言ふ啡 びが 世を 風 施して ゐる力 これ こを 戰爭巧 
嫉お冀 の 目には、 該脚 題の 卒か的 解かは 赞じ义 なき 破 減の 抵 蕾な bs 映 じた 證據 である 〇 彼等には 流 
化 こまらな かつた のが 殘を なの だ 〇ご言 つても 勿論 自 をの 化の ことでは ない、 彼等 煽動 濟は强 雨の 中 
じは かして ゐ ない、 居る のは 金の 偷 かる 巧 ホで ある 〇 • 否、 (彼等の 所謂 化と 言 ふのは) 名 もな き 無數の 
を 十； の 化の 穂ち なの だ 0 

あじ 亦 ミュンヘン 協を が 巧 はれた の も、 をが 不必要な ことで あつたから 知れない、 と 言 ふのは ミュン 
ヘン 協 まは 單 じな ドの 理 かから 成立した の だ、 卽ち 最初は 如何なる 化 傾を 支拂 つても 抵抗すべし どま 
で 煽 働した 當の闽 々が、 後 じな つて 化の 巧 趣を 何 どか 解決せ ざるを 得ない 様は お 蹲 じな つた 時、 を々 
程度の 差 こを あるが をれ ダれ 威信を おは 的 释巧じ 手を 引く 方法を 考 へねば だら なくなつ て ホた からで 
ある〇 (註、 チュコを巧峨したが、 が势獨逸じお利"^」見るや其の解ホを巾歐ホじ巧せて、 自を等は丽子 

を 傑け § じ 叢ず る。 装」 これ 駕歐議 を 入が なかつ た K らち 楚全 B ® 解かは > I 例 


へ をれ が あれ 程 じ尖銳 化した， こしても、 —— 恐らくは 兒戲じ も 等しく 易々 たる ものが あつたで あら 
ミュンヘン 協を の 巧を はかの 如き 結 おを 生んだ 0 

一、 ポへ ミヤ* モラ ゲィヤ 中 獨逸邊 巧 居住地の ホ 要 部は 獨逸闕 じ復歸 する こど 0 

一一、 化の (チ ょコ) 闽じ腳 する 他の 殘餘問 题の解 巧、 卽ち洪 才利及 スラ ダ 少数民族 のな 歸乃 ちみ 割 
は 保留ず る こと 0 

一二、 (殘餘 チムコ 領の网 境) が 隙 問題は ホだ殘 つた ま、 だつ た〇獨 がじ關 する 限ら、 化の 岡の 巧 降は 
始めから チムコ •ス 曰ヴ 7 キア じ お接國 境を 接し 利番關 係を がする 總 ての 网 々の寶 同 次第 だ ど 言 ふこと 
じされた ので ある 〇卽ち 如上の 网 々じ關 係 あるが、 まだ 巧留 されて ゐる 問題の 事實 上の 解かを 待つ と 
言 ふこ VJ じな つたの だ〇併 しなでの 問題 もを 解かで あつ わ 0 

ィ 、マジ ャ ー 八 的 部 かの 洪牙 利への な歸、 

り、 波 蘭 的 部 巧の 波 蘭への な歸、 

ス ラゲ 問題の 解か、 I 

二、 ゥクラィナ 問題の 解み、 

御 承知の 如く、 チェコ •ス n グ了 キア タ J 洪才 利の 巧 衙が開 おされる ど 直ぐ、 チて コ •ス ロゲ ァ キアを び洪 


才 利の 當事 者ょ b 、 獨逸 巧が 吾が 盟 巧が 太 利 じ、 ス ロゲ r キァ、 ヵグ パト •ゥクライナ をび 洪才 刺の 新 
网蹈設 ぶじ 「調停 巧」 をして 吳れ VJ 申达 みが あつた 〇卽ち 當事圆 は (ミュンヘン 協を の) 四 闕じ訴 へる 
可能性を 利用せ ず じ、 巧、 逆 じ 其の 巧 化 性を 斷 をした、 卽も 拒を したの だ 0 

これょ 當り 前の こ VJ だ〇 化の 地が じ 化 居して ゐる ものは 皆平穩 ご ホが を 望んで ゐ ねの だ〇獨 伊は 化 
の こ 何時でも 應 じる 積り でむた 〇英佛 共 じ 化の 新谅定 —— これは をれ 自體 としては ミュンヘン 協定 
から 形式 上は 離れた もの だが —— じ巧對 しな かつた、 又反對 もし 得な かつた の だ 〇ご言 ふのは、 唯當 
事國の 請願の み じ 某いた 獨 がの 巧 聊 じ、 じ 里 又は 倫をから 抗議で もしれ ごすれば、 をれ はお 氣 とは 思 
へ ぬらの だから だ 0 

獨がじ 依つ て爲 された 調停は — 巧う 言 ふ 場 < 口 じは ちつて さう だが、 — での 侧 (致 阔も 洪國) を 
も 十み じは 滿を させな かつね 〇 これは 兩 方面が 自發的 じ 化の 調停を 承認せ ねばならぬ 夕」 言 ふ點に 姑め 
から 闲 難があつ ねの だ 〇故じ 化の 調停が 實 現された 時、 これの 承認 じ 引纔き 直ち じ猛 効な が議が 二つ 
の闽 からな されね 〇洪才 利は 一般が びじ 特殊な 剌窜關 係から 力 八 パト •ゥクライナを 要求した、 波備 
も 亦 同じ < 洪才利 ごの あ 接の 述输 を-嬰 求した 〇 斯う 言 ふ狀 態では、 嘗ての ゲ - ^ サイ ユの 中し 子た る 
殘が网 家は 冗 刑を なせられ たの イ」 同じで ある 0 、 

巧ら くは 化 一つ ホ從 ホの が 態 維持 じ腳 ふを 持つ て ゐる网 が あつたのは 事實 である、 羅お巧 これで あ 


お ホス ナ 
アロエ 
’ のゲコ 
俱ブ， 


ミ ハ 

る〇 羅お化は间网の摄も權戚ある政治ぷの口を雜りてみじ直搂に斯ぅ言ふこごを言つた、 ゥクラィナ 
及び ス n ゲ '，キアを 通じて 獨逸 どな 接の 述絡路 がが 持され る こどは、 贺じ聲 ましい こ S である ご 〇亞米 
利 加の 千 取-服の わ考 へでは 羅が巧 政 巧は 濁 逸のを 威 下 じ 苦んで ゐる泛 わつ しやる が、 がの 事實 無根な 
る 事の (言は ば) 「給 解き」 の攒 b でを は 之を 言 ふの だ〇 併し (斯 くを 態の〕 發展じ 何時までも 循 突い 
た b 、 又 獨逸网 がを 然黃 巧を 持ち 巧ぬ 棉 勢の 爲じ 励つ た b する のは、 獨 逸の 巧 おでは なかつ たど 言 ふ 
こご も 今では 明白で ある 0 

故 じ、 濁 逸は 羅お 尼への 進 お路を 確保す る おじ、 波朗 VJ 洪牙 利の 閔境 じ關 する 共通の 希望を 躁腳し 
わなで VJ 言 ふ 非難を 廿巧 する 恵 志は 最早 毛頭 無い の だ ど、 獨逸 政府の 名 じ 於て 中外 じを 明 せん V 」 余は 
巧必 する じ まつた の だ 〇更じ チょコ 政府は 其の 昔の 遣り方 じ復 し、 ス n ゲ T キア も 其の 獨 立の 希望 ある 
旨 表明した から レは、 化の 國 家の お 績は摄 早問题 ではなくな つたので をる 0 

ゲ - ル サィ ユ から 生れた チ- コ •ス ロゲ ァ キアの 機稱は 過去の もの VJ なつた 〇チ ュコ •ス ロゲ r キアは 解 
體 しわ、 をれ も獨 逸が をれ を 望んだ からでは ない、 結局は 生存 能力の ない 人工的 网 あを 巧 誰の 机上で 
造 b 上げた b、 維持した 6 する こごは 出 巧ない からな の だ 0 
化 じ 獨逸國 はチょ n •ス n ゲー キア 解 體の數 R 前 巧佛ょ b 爲 された 保陪 問題 じ關 する 赞問じ 答 ふる じ、 
化の 化 隙の 拒： 舍 をな てし わ〇 をれ はこれ じ 願し 當時 ミュンヘンで 取を めら れた條 件が をが 彼を して ゐ 


たからで ある 〇 いや 其の 反 おで ある 〇 チ'' コ •ス n ゲ 7 ネアのを 機構が 瞄體じ 瀬し、 いや 實際 上を く 巧 
解して しまつた 時、 獨逸 政が は遂 じこれ じ 干 巧す る決必 をな した、 併し これは 當が搔 まる 聚務 を遂巧 
せんた めじ 他なら かつた 〇何 ななら 斯ぅ 言 ふ 審實が あるの だ 0 

獨逸欧 府はチ - コ 外務大臣 ンュゲ 7 八コフ スキ ー が 始めての 訪獨じ 隙し、 チ- コ •ス n ダ， ネアの 將來じ 
關 する 見解を 明 隙に 披歷 して 廣 いた 〇 其の 機會じ 余は シユグ 7 八コフ スネ ー じがき り 言つ て 置いた 0 
チェコ 內じ殘 つて ミ 多数 Q 獨 逸小營 族が 誠 f もつ て 待遇され るな を、 义于" 3 養 Q 雲が 維 
持され るなら ば、 吾々 もこの 前提 じがて、 獨逸网 の 誠意 ある 態度を 確 巧し、 义獨逸 側から も チ t コじ 
おし 邪魔 だてす る 意志は ない S 〇 

同時は 余は、 若し チ'' コ が前乂 統領べ ネシユ の樣な 政を 的 傾向 じ 沿 ふて ー ホで も 企てる 所 あるならば、 
獨 逸は 化の 線 じ 沿 ふたを 展 は廿受 しない 許 b か、 率の 大きく ならない 中 じこれ を鎭 限す ると 言 ふ點じ 
就いても、 誤解ない 様 じを をが して 置いた 〇巧じ 亦 》 法外な 軍需工場を 化の 中央 じ 設置して 提 くこと 
は 無 患が、 無益で ある、 唯 危險の 發か點 としか 思への ど 言 ふこ ども お搁 して 置いた 0 

余の 驚吿 がか 何 じ正當 なる もので あつたかは、 爾後の (率 態) 發展 じがつ ゴ證 せられた 〇 絶ぇず 磕じ 
な b つ、 あつた 潛巧 の宣 傅と、 次第 じ脫 線して 昔の 書き 振 b じ逆戾 b した チユ コ新酣 (の 論調) じ 巧つ 
て、々 じ (チ ムコ は) 又な と 问じ梭 な 狀態じ おす だら ぅど 嘗ふ こどが、 どんな お 庇 じで も 解る 程 じな つ 


た〇 誰か 氣の なつた 様な 輩が 化の どてつ もな く黃 穂され わ 武器を 宫 もじし 兼ね まじき 可能性を 何時も 
考がじ 入れて ゐ なければ なら なくなつ た 丈、 をれ ホ 軍事 巧 動じ 巧 さぅな 危險も 大き かつ わ〇 これは 實 
じ お 像 も 及ばね 大爆 獲を おんで ゐる ものだつた 0 

議員 諸君—. をは 化 おに 其の 證據 ィ」 して、 闽際 的中 央乂藥 庵の 實じ 泥大な (が 藏) 數 値を 擧げ て、 
其の 一 班を おつて 町' かざる を 得ない 〇 化の 地方 占領が 沒收 し、 巧を した ものは みの 如くで ある 0 
A 、 空軍 ' . / 

機 千 五 百 八十 一一 臺 - 
砲 五 百 一巧 


一、 飛 

二、 高 
B 、 陸 

一、 壺 


予 

身 

ゴ 壬. 
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砲輕 


碰 

二、 迫 樂砲 
三一、 装甲 e 励が 
四、 機 關統 
ち 拳 銃 

六、 ル 鋭 


二 千と 百と 十五 巧 
セ 百 八十 五門 
四百 六十 九臺 
四な 八 千 八 百と 十六 挺 
十一 萬 四千 挺 
百 かお 挺 


c 、 彈 薬 

一、 ホを 銃 避 化 十億 發な上 

二、 大砲 彈化霎 斯彈 一喜 萬 發な上 
D 、 其の 他 諸穗の 兵器 

架橋 用具 
聽音器 

探照燈 / 

測量器 ' 

自動 巧、 ォ ー トバィ 、トラクタ ー 類 (Kr を tfahzrzeuge 旨 d won を r-Kr を tahrzeuge) 

右 何れも 多數 D 

，最 がの 踩間じ 於いて 黃巧 ある (地位 じある〕 人々 の删 眼の お蔭で、 余が 化の 爆發を 阻止し、 且つ 余 
の 確信 じ 依れば、 中欧 Q 危機 發火點 了 《該問題を 贼奈じ 絶滅 甘し むる 様な 解決 C 達し 得た のち 
巧 じ 幾 百 巧の 人々 じどつ て 幸 ひで あつた ど 倩ず るので ある 〇 • 

…ュソ へ 化の 解が は ミュンヘン 協を じ巧馳 ずる もので わる，、」 のま 張は、 何等. の巧據 もな く、 义說 明つ けられる 
所 もない 〇 ミュンヘン 橋を の 解決は 斷じ てな 後 かを のの もの どは 言へ なかつ た〇 何故ならば 該 協を 自 

. 完 


備 が、 来 だ 解かを 要する 問題を 殘 し、 且 をれ は 解決され るべき こ w を 自ら 許が して ゐ たので ゐる〇 

當举 岡が —— をして これが 巧大な 所な の だが、 —— ご'、 ュン ヘン 祕定の 尚 ヶ网じ 頼らず、 た乂獨 伊の 
み じ 瓶つ て 巧た、 と 言 ふ審實 をな て、 菩 人が 非難され る譯 がない 〇 あじ 該网は 遂に 自ら 勝手 じ 崩壊して 
しま ひ、 從 つて チエコ •ス n ゲ T キアは 既に 無ぐな つてし まつた VJ 言 ふ舉實 も 吾等の 寅 巧では ない 〇併 
し (チ t コ侧 じ) 人 穗學的 お 則が もぅ VJ つく じ效 力を 失つ てし まつて ゐる今 H 、 獨逸圃 が 千年 も 昔から 
の 利益、 をれ も 政治的の みならず、 經濟的 じも然 かをる 利益を 自 みの 庇 譜の下 じ 置いた ご 言 ふこ VJ は、 
當然な こごで ある 0 

獨逸 岡の 爲 した 化の 解かが おしい か 否かは、 おがが 定めて くれる 〇 併し 一 點 確な こ这が ある、 をれ 
は、 此の 解み は 何等 英闽の 監督 下 じ も、 英國の 批判 下 じも涅 かれぬ ど 言 ふこ VJ である 〇何 ななら ばボ 
へ ミヤ ど モラグ ィア は、 舊チ -n •ス ロゲ ァ* アの最 をの 殘餘化 城で あつて、 をも^^ ミュンヘン 協を ご 
は 全然 無關 係な ものな のだ〇 例へ ば 愛蘭 ± じ 於け る英 國の處 超が おしい か 間違つ てゐ るかは、 何も 獨 
逸の 監督 や 批判を をけ なくても ょいの だ、 をれ ご 同じ こ泛が 化の 昔からの 獨逸選 ホ 侯 网じ關 しても 言 
へる の だ 〇 

ミュンヘン じ 於て チュン バブン VJ 余 VJ の 問 じ 達せられた 協を を、 どぅして 此の 場を じ も 適用 させ 得る 
か、 余 じは を然 理解 出來ぬ 所で ある 〇ご言 ふのは、 チ* 'コ •ス 。ゲ r キア じ關 する 件は、 當 時を めら れ 


得た 稱度じ 於ての み、 四 ヶ岡の ミュンヘン 謙を 書 じを めら れ たの だ〇 これを 別 じしても、 若し 當事諸 
岡が 一致 (したな 見；} じ 達し 得ない 檢 なおを には、 四ヶ网 じ訴へ 得る 樣じ 準備 もされて ゐわ〇 化の 場 
なじは 四网は S ヶ月 後 あじ 協 諮の ため 集まる 穂 b だつ たの だ 0 

所が 當事 諸网は 查然四 闽じ訴 へる こごを 爲 さず じ、 ね V 獨が のみ じ 頼つ た〇獨 がの 爲 した 事が 結 厨 
はでれ 程 おしかつ たかは、 次の 事から 解る、 卽ち巧 佛共じ 之 じ 街し 何の 抗議 も 申し込ま なかつ たし、 
兩网 ども 獨 がの 爲 した 調 惇を义 巧な く 承認した 0 ‘ 
獨巧网 係 さう だ、 チュン バブン ど 余の 間 じ お來た 協を は， 化の 問題 じ關 係した ものではなくて、 圣然 、獨英 
の 相な 共が じ 願す る閒 題じ讲 する もので あつた 〇 化の 問題は お 巧 ミュンヘン 協を，、」 獨巧 海軍 協定の 精 
神じ從 つてぶ 巧 的 じ 取扱 はれるべき こと、 をれ え 相 瓦 じ 請し を ひの 建前で 巧くべき こど どのな 決め じ 
化つ て 明白 じ 示されて ゐる〇 俳し 巧し 化の 協を が 將巧獨 逸の 改治的 巧 邸 じまで 適用され る*」 言 ふなら 
ぱ 、英岡 も ホ、 例へ ば パン スブ "ナか 何處 かじ 於ても、 先 づ獨逸 じ 相談す る こ ク」 なくして は ー ホも勸 
いては ならね ホ じなる 〇 勿論 吾々 は 斯う 言 ふこ VJ を 袋んで ゐ ない、 同じく 吾々 わら も 之に 似た こ VJ を 
期待して おひ 巧くない もんで ある 〇おし チェン バ クンが、 ミュンヘン 協を は 獨逸じ 依つ て 破られた が 故 
じ、 破萊 された*」 論斷 するならば、 余は 其の 巧 解を 認め、 をれ じ 化つ て 巧 動す るで あらう 0 
余は をのを 政 お 巧 聊を述 じて おじ 緊密なる 獨英を 巧と 協働の 樹立を を 頭 じ 巧いて ゐ たので ある 〇余 

号 


の 運動に めても をは 同じ 考を 持つ 人 ± を 無数 じ 獲得した 〇或 ひは 彼等は 此の (親 巧) 態度の 故 じこを 
を じ 巧して おれた のか も 知れない 〇 化の 獨お义 好と' 協働 じ 巧す る窠 みは、 化の 兩阿 ほが (人 穂 的) 同 
系統で ある， と 言 ふ 事から G 來 する をの 威悄ご 一致す る 許り か、 同時 じ巧靑 利が ホ 帝 岡の 巧な がを 人類 
の利猛 じ霞大 なる 關係ゐ 'ゎ S 考 へられる をの 認識と も 一致す る ものである 0 

此の お ホ 岡の がな は 全人 類の 文化 及び 經濟 じ對 し、 測ち 知られざる 肅大 性を もつ フ T クタ） である 
と、 余は 固く 信じて、 ホ だ 疑つ たこ， とはない 〇大英 ホ 岡が 如何 じして 其の 植民地を 錐 得した としても" 
—— これ 等は 組て 暴力を 巧て した、 义 流血の 蔡力 をら つてした こご も 非常 じ 屡々 をる のを 余は 知つ て 
ゐ るが、 —— 兎 じ 巧 他の 闽 じしても 化の 方法 じ 化らなければ 化 立し なかつ たし、 义 じは、 化が 歷をじ 
於て は 結局は 結 おの 方が 方法より 大切だった の だ、 をれ も 其の 方法が 成功した (註、 ホ 法が よかった 
から 結 おがよ かつね、) と 言 ふこと でなくて、 (方法は どぅで も) 其のず 段から 生じた 一般的 利 盛の 方 
が 重大だった の だ。 

かて アン グ n サクソン 族が® 界じ 於て 测 b 得べ からざる 程の 植民 事樂を 成し遂げ たことは 確で ある 0 
化のを 績じ對 しては をは 必 から 鑽嗦 する ものである 〇 此の 事繪を 破攘 しよぅ ク」 考へ るのは、 高度の 人 
閒的 立場から 見れば、 人 問ら しい (氣 儘から 生ずる：} へ In スト ラブン トゥ ー ム (註、 破壊 ま義 、希 
腮 人へ ー ロスト ラ トスが 自 かの 名を 不朽 じする ため、 小亞細 西へ フェ ズス じある ホ臘 のが 獵の神 アグ 


テ ミスの 宮殿を 燒き挪 つた 故 梁 o ) じ 他なら ぬと 余は 考 へる 〇 但し、 化の 事業 じ對 する 余の 必 からなる 
感 敬は、 決して 余の 麗して ゐる 民族の 生活 硫 巧を 斷念 せしめる ものでは ない 0 

おし 他方 パ 卽ち英 闕侧) が、 英网の 利益の 他じ獨 逸の 利益 VJ 言 ふ もの も あるの だ ご 言 ふこ VJ を 認識 
しないならば、 又 英吉利 化 ホ ホ 岡の 維持は 英网 入の 生活に とつて な義 あゎ、 目的 ある 許 b でな く、 獨 
逸の 白 由 ご 獨逸國 の 維持は 獨 逸人 じ W つての 生 巧 目的で も ある こどを 認識し ないならば、 獨逸 民族 VJ 
ァングロサクソン ほ 族の 永攒 のぶが 願 係を 樹立す るのは 不可能で ある VJ 思 ふ 〇兩國 民間の 實睽 のみ 續 
的ぶ 好關 係は 和 互の 巧 敬を 前提 VJ して 始めて 壽 へられる こごで ある 0 
英闕圆 民は 大 世が 帝 闽をま 配して ゐる〇 化の 世が 巧 闕は獨 逸民 族のを 微 時化に 作られた もので あ 
る〇 をれ な前 じは 獨 逸が 大 世界 巧网 だつ た〇 嘗ては を 両洋を 支配して ゐ たの だ〇 化し 慘猶 たる 戦ず、 
を お的圆 ずの 中 じ、 がび じ 岡 內の网 家 的を 数の ためじ、 化の 大帝 岡は 力と 値大 さを 失 ひ、 遂に 深い 睡 
眠 狀態じ 降つ たの だ 0 

併し 化の お ホ 岡が 正に 消滅す る VJ 見ぇた VJ き、 巧 興の 萌しは 早く も ほの 見ぇて 巧て ゐ たの だ 。ブラ 
ン デン ブ八ク ど プロシァから 新 獨逸网 が 生れた、 卽ち 第二 岡 家で ある、 然して これから 遂に (現在の) 
獨 逸民 族闽 家が 出 ホ 上 つれので をる 0 - 

英网人 總てじ 解つ て 載 ひ 巧い ことがある 〇卽ち 吾々 は 英闽人 じ おしては 何等 劣性 威を 抱いて ゐるも 


のでは ない s 言 ふこ ごだ 〇お性 威を 抱く 巧 吾等の 過去は な 弱では なかつ たの だ 0 
英 网は夕 くの が 人を 化じ岀 した、 併し 獨逸も をれ じ 劣らず おして ゐる〇 吾が 民族の 生活 權ま 張の た 
めの 激烈 U 戰 ひの ためじ、 化の 一二な 年 閒じ涉 り 獨逸网 守 誰の ため 丈で も 非常なる 人命の 犧 牲を挪 つて 
ゐ る、 をれ は 他の 民族が 其のを なの 爲じ拂 つれ 機 牲を遙 かじ 凌 親す る ものである 〇 永遠 じ攻擊 されて 
やまぬ 獨逸 岡が、 化の 人命の 犧种 にも拘らず 自 かじ 所 屈して ゐ たものを 守る こ VJ も お ホず、 且つを く 
の 所領を も 犧化じ 化せねば なら G かつた のは、 一 じがの 网 家的發 おの 失敗と、 をれ から 生じた 萎縮の 
ためじ 他 U ら ない 0 

今や 化の 狀 態は 克服され た〇故 じ菩 人は 獨 逸人 どして、 巧 岡 國民じ 劣る ど 言 ふ 様な 氣 持は 些も 持つ 
てゐ ない 〇 吾等の 持つ 自巧 也は、 英网 人が お闕じ おす 自 健の 念， と 同様 じ 大きな ものである 〇二 千年 じ 
渉る 吾等が 民族の 歷を中 じは、 吾等に 必 からの 謗 b を 持たし める じ 足る 丈の 理由 も 事業 も 十み じる る 

を 0 

おし 今 英國が 吾人の 化の 能 度 じ 何等の 理解 も 示さず、 獨逸网 を 屬闕の 如く 見做しても 差 まへ なから 
ぅなで々」 信 ■じるならば、 勿論 吾等が 英 网じ對 する をを VJ ぶ 證は實 じ無耿 だつ たと 言つ てょ い〇 なじ 吾 
等は 絕 望した り、 憩氣 沮喪したら しない、 然ら ずして 吾人は- ^ 自己の 力 じ おする 自覺 ィ」、 赃 邦の 力 
に 支持され て、 ^ ^ 吾人の 獨 立を 確保し、 吾人の 威信を 巧 も 得る 様な 猫を 巧く であらぅ 0 


Ml 彻鄉 をは 巧 岡を 相の 聲 巧を 聞 いれが、 これ じ 化れば、 英せ 巧は 獨 逸の なす 保證 じは 信を わくこ どが 出 巧 
ない VM 音 ふ 〇斯る 事情の 下 じあっ ては、 吾 かは 奥を 相を も、 义英网 民を も、 最早 相を の信賴 じがって 
のみ 考へ 得る 様な 狀態 じ廣 かぬ 梭に しょぅ， と 思 ふ、 且 余は これを 當然 のこ VJVJ 考へ るので ゐる〇 
濁 逸 岡が 闕巧お 曾ま義 どな り、 これ - yj 共 じ 巧 興の 途じ 就い ね 時、 余は 英闕 じ對 する 不變 のぶ 巧 政 巧 
じ從 っで、 余の 方から 獨逸 海軍 力の 自發 の 制限を 措議 したの だ 0 
化の 制限は 勿論 一つ 前提 どす る 所が あつた、 卽ち 獨英間 じは な 早 二度と 戰 ずが おち 得ない 横 じ》」 言 
ふ 患 志 ご 確信が 之で をつ た〇 化の 想志ど 確信は 今日で も 余は 持つ てゐ るの だ 0 
併し 今日 余は、 お 岡の 政策は を 式、 非を 式を 問は ず、 な 下の 點じ疑 ひなし VJ 言は ざるを 得ない 〇卽 
ち 倫を じ 於て は (上述の 如き 余の) 化の 確信を を 早 同 威を もつ て迦 へて ゐ ない、 な對じ 他日 獨 逸が 何 
か紛 ずに をき 这 まれる 様な こ V 」 が あれば、 をれ が 如何なる もので を つても、 乂 巧 ホ 励は 常 じ反獨 逸の 
立場を とる と 言 ふを 見が ま 配して ゐる 〇卽ち 英闕じ 於て は 斟獨戰 ずは 當然 のことの 棟じ考 へられて ゐ 
るの だ 0 S 

をは これを 深く 遇 臧じ思 ふ、 何 化なら ば 余が 英网じ おしてな しわる、 —— 又々 な もな すが、 —— 要 
ホは 植民地 返還 要ボ 唯一っ ホで ある 〇 しかも 之は 決して 河 等 軍事の 紛ず のが 據 じなる 常は ない 明確 
じ 言っ て ある 〇 巧； 网じ夕 J って 此の 植民地は をが 無概 做な の だから、 英网 は何时 かは 獨逸 のが 態 じ 理解 
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を 示す だら う〇 をして 英闽 じは 實際上 何等の 利益 じ もなら ぬが、 獨骚 じさつて は 生 巧を ちを する 程の 
盡嬰性 ある 化の 械民 地よりも、 獨逸 のぶおの 方を より 商く 評 便す る じ 違 ひない と、 余は 巧 じ 信じて 居 
つたので あつた 日 

植民地 要 ホを 除けば、 余は まだ、 英闕の 利益 じ抵觸 する 様な、 又は 英网の 巧 巧帝网 じ危險 をな ぼし 
兼ねの 檢 な、 從 つて 英 國じ對 しち 害と 考 へられる 樣な 要求は 一つ もした こ VJ はない 〇 余は 常 じ、 獨逸 
の 生活 領域 じ 關係あ b 、 卽も 獨逸閣 はの 永久 所 お 地 じ 緊密な 關係 ある 要 ホな 外 ー ホ も 出た こ VJ はない 
のだ〇 併し 今日 英网が 新聞 じがても、 ホを まじ も、 如何なる 事惯 じあ つても 反 獨逸的 じ おでざる を 得 
ないどの 見解を 持し、 且又 吾人の 知る かくん ば、 包 園 政策 じ 巧つ て 之を 質 諮す るに 於て は、 海軍 お定 
の 前提は 除去され たの だ 〇故じ 余は、々 日 之を 英阔 化が じ述吿 する こ VJ じか 必 したので ある 0 
之は 吾人 じごつ ては、 かして 實際上 じを む 所が あつての 巧 動では ない、 —— S 言 ふのは、 をは 今で 
も衙 吾人は 英闕 どの 軍備 敵ず は 避け 得られる こ VJ を 望んで ゐ るの だ、 —— 然ら ずして 肖 尊 必の發 動じ 
過ぎない のだ〇 おし 英网 政府が もう 一度 化の 問題 じ 關し亟 きを 超き 獨 逸と 巧衝 をし ようど 欲するなら 
ば、 或 ひは まだ 明確な 一義的な 相互 理解 じ 達し 得られる かも 知れぬ の 見込 じ凿 しか ほど 幸福に 威ず 
る ものは ないで あらう 日 

更に、 余は 余の 网 おを 知つ てゐ る、 —— をして 余は 网民じ 信頼して ゐ るの だ〇 吾等は 嘗て 吾等 じ嚴 


さなかつ たものは 何も 望んで ゐ ない、 如何なる 网も獨 逸 じ 其のが 領を おはれる こどは ないで ぁらぅ 0 
併し 誰でも 獨逸 网を攻 繫し姆 る， こ 思 ふ 巧は、 一 化 一 巧 年の もの ごは 比較 じなら ぬ 巧の 力 S 抵抗に 直面 
する じ 違 ひない 0 ■ 

メ ー メレ これ こ關締 してを は 同時に、 チ* n •ス n ゲ 7* アの勸 員を 爲さ しめたのと 同じ 述中じ 化つ て、 獨逸 
閒理 K 

じ對 する 新 (反 對) 運動の お點 として 撰ばれた 仲 じ 就いても 一言 觸れ て廣き 度い 0 
議員 諸君！ をは 化の 溃說の 始め じ 於て、 をは まだ 嘗て > '巧 太 利の 場み でも、 チュュ •ス ロゲ T キア 
の 巧 合で も然 ぅで ぁつたが、 今 H 迄に 完成した 出 巧 事と ホ 盾した 樣 なお 度は 余の 政治 生活 中 唯の 一度 
もどつ た 事は ない と 述べた 〇故じ おは メ ー メ 瓜の 獨 逸人 問題 じ關 しても、 若しも リ トワ ニア 自みじ 依 
る 立派な 且つ 寬大な 牌 巧 じ 币：ら なかつ たなら ば、 何時かは 獨 逸が 化の 問題を取り上げる じ まるの だ ご 
常に 指摘して ゐ たの だ〇御 承知の 如く メ — メ^ 地方は 嘗て 同じく ゲ サィ ユの 指令 じ 依つ てを く 勝 
手 じ獨逸 岡から 剝 がされ、 を じ 一 化 二一一 一年、 卽ち 何事 もない 平 かの 眞 ただ 中 じ、 リ トワ ニアの 占 巧す 
る 所と なつた、 何れ じせょ 獨 逸から な收 された 地な のだ〇 此の 地方の 獨 逸人の 速 命は をれ な 巧 正に 狗 
難と 言つ てょ い。 

ボへ ミャ 孩びモ ラゲ， アの獨 逸が 歸が巧 中、 余は リ トワ ニアは 府ど 協を じ 速ず る 事が 出 ホた、 然して 
リ トワ ニア 化が はな 地方が 同じく ぶ 力の 巧 巧 もな く、 流血を も 巧ず じ獨逸 じ渡歸 する こ ミを 許を して 
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くれた 〇化 おじ 於ても 余は、 巧 等が 巧 前が ホして ゐ たより 一ず 方吨 たら VJ も、 叉 吾等より おはれれ も 
のよ b 1 平方 哑 たり ごも 餘計じ 喪 ホし なわつ た 〇 yj 言 ふを 陳は卽 も、 ゲュ^ サィ ユの氣 のな つた 平和の 
赃制お 速が 吞人 からが ひ 取つ た地モ ホが、 巧び 獨逸 网じ戾 つた VJ 言 ふこと なの だ 0 
化の 解決は、 余の 確信 じ 依れば、 獨 逸、 ブト ヮ ニァ 閒の關 係 じ 巧 利で ぁるじ 違 ひない 0 何を； 4 らば、 
獨 逸は、 事實巧 等の 巧 動が 巧の 證據 だが、 リ トヮ ニァ じ對 しては 平和的、 ぷ證 的に 共 巧し、 經濟關 係 
を 樹立し、 助成す るより 他 じ 何等 利寒關 係は ない ので ぁる 0 

これ じ關聯 して 余は お 本の じ 明瞭に 說 明して 超き 度い こ V 」 が 一つ ぁる 〇獨逸 W の經濟 協を の 意義は 
獨 逸は 輸巧闕 ごして は、 唯 じ殆ん どす ベての 工業 品の 編 要を 滿し错 るの みならず、 同時 じ 大きな 消を 
岡で ぁるから、 獨逸じ 質る 丈で 化 ホ 巧 あじ 乘 出せる‘； 夕數の 生を 品の 腿買网 でも ぁる ど 言ふ點 じぁ 
る〇 吾人は これ 等 經濟巧 場を 保持す る 許りでなく、 おじ 何よ b 之の 助成 じ盡 力す るので ぁる 0 
織を の 意 何故ならば 吾が 网 民の 生 巧は 大部を 化處 じな 礎が ぁるから でぁる 〇 所で ゐる闕 民を 巧 場から 例へ ば 
ボィコット なで じ 化つ て 追 おして、 をれ じ 化つ て —— W 余は 敢 へて 思 ふが、 —— 飢餓 じ颜 せしめる を 
なて、 非常な な 治 的が 功と 見做さぅ ごする のは、 やは b 又 所謂 民 まま 義的 政を 家の 値大 さの 一部を な 
す ものな の だ〇言 ふまで もない 巧 だが、 余の 確信 じ 依れば、 國 おは をん な 事では 饿死 しない、 巧ぅ 言 
ふ 狀態じ 招かれ^ば 岡 民は 寧ろ 益々 戰 ふに をつ てゐる 〇獨 逸じ闕 する 限り、 をを じ蓝 要なる ぁる 種の 


國海 


巧 場は、 外部よりの ブ n の 干渉 じ 化 つても、 乃 まは をを じが つても 奪 ふに 化せぬ ミか必 して ゐる〇 こ 
れは 併し 吾人の 利益 じ關係 する 許 b でな ぐ、 吾人め 通商の 相手方の 利益 じ も關係 深い こク」 である 〇化 
の 點じ爾 しては、 での 商賣 でも 巧る かく、 巧を 依存で あつて、 一方的な ものでは ない の だ 0 

民 まま 義の 新聞紙 上で、 獨 逸は ある 一网ど 緊密な 通商 願 係を 維持して ゐるこ ミを 理由 どして、 其の 
岡を 獨逸じ 化が せしめる の だ 等と 言 ふ 素人 經濟 論調を 請まして 頂いた こ泛が 吾々 何遍 あるか 知れない 
位 だ〇齊 じみの 毛 もよ だつ 巧な 猶太の 大嘘 だ。々 日獨 逸は ある 農業 网じ 器械を 輸出し、 其の 化り じ 彼 
からはを 料 ui を 得て ゐ るが、 これ 卽 ち-が 巧网夕 J しての 獨 逸が 農業 网 よりのを 料 じ 依が して ゐるこ VJ 
は、 吾人から 器械 類の ま拂 をず けて ゐる 農業 岡の 獨 逸への 化ぜ をな 上で ないじしても、 少く ども 同じ 
位で ある ク」 言 ふこと である 0 

獨逸 闕はバ 八卜游 沿岸 諸 闕を龜 嬰なる 交易 相手 闕 ，こ 見て ゐる〇 

化の 故 じ、 これ 等 諸闕が 自ま獨 立の ち やん とした 國ぷ 生活を をんで ゐる こごは、 吾人 じ 重大な 願 係 
が ある 〇 これは 吾人の 服から おれば 阀內經 濟發展 のた めの 前提で あり、 化の 前提は あじ ホ 商品を 收の 
前提を 巧して ゐ るので ある 〇故じ 余は 獨 逸、 リ トヮ ニア 閒じ あつた 汾 がの 禪を 一掃し 得た ことは 欣快 
々J する 所で ある 〇 S 言 ふのは 么じ 化つ てな 猫 的 外を の 逆、 —— これは 單じ外 巧の 烙瞒じ 於ての みなら 
ず、 巧 際の が 濟の處 晒じ關 しても 個侦 ある もので あ b 、 义 みは 將巧も お bw 確信す るが、 —— 其のぶ 


、 内 0 • 

證的外 巧の 道 じ 横は る 隙 巧を 除去した ことを 盘 味す るの だ〇併 しほ まま 義的諸 岡は 义 々流血の 慘じま 
ら なかつ たこ ミ、 (巧言 すれば」 十と 街 お 千の 濁 逸人が 何より 巧して やよ ぬ祖 岡に お歸し 得た、 しかも 
この 爲じ數 十 巧の 人々 が 銃火の 磯牲 じなら なかつ わ ど 言 ふこ ごを 此の上な く逛械 として ゐ るの だ 0 
獨化 棚な これは 化 ホの 人 遊 ま義の 使徒の なく 遺 城 どす る 所な のだ〇 だから、 彼等が この 事件 じ關聯 してを ち 
じ、 欧羅 じの 風雲を 兎 じ 巧もぅ 一度 攪亂 する 檢な 可能性を 新た じ 探し おした の も 敢て異 どす る じ 足り 
ない 〇 をして、 チュ コ •ス n ゲ ，キアの 場を と 同じく 今 おも 义獨 逸の 軍事行動、 卽ち 所謂 獨逸 動員の 主張 
を 手段と して 訴 へた 〇励 貫の 目的は 波 蘭 じあ b 艺言 ふの だ 0 

獨波關 係 じ 就いては 大して 言 ふことは ない 〇ゲュ ^ サィ ユ 平が 條 約は 化 處 でも ホ、 をれ も 勿論 故意 
じで あるが、 獨逸网 R じ 非常な 痛手を 負は したので ある 〇波關 じ 海港を 與 へる ための 逊廊設 歷ご言 ふ 
可笑しな 遣り方の ねめ じ、 獨 波間の がな 理解は 永久 じ 阻害され る ことじな つた 〇 化の 問題は^ — 旣じ 
力說 した 檢 じ、 —— 獨逸 じどつ て 恐らくは 圾も 手痛い 巧 耀を裝 つた 問題 言へ る だら ぅ 0 

併し をれ じ も 巧ら ホを は、 波 蘭 じ，/」 つて 宜由 なおへの 出口の 必要性は 巧 過すべからざる もの だ、 又 
を もを も 化の 巧な のが 水 問題- して、 共ぜ 共を する 巧 じ 神 じ 定められた、 —— 巧 何なら 化 はれた ィ J 言 
つても よいが、 ^ — 网 民は 何も わざわざ、 不必要に 巧の 生活を 苦しめない 方が 目の じ 適 ふの だと 言 ふ 
見解を おじ 變らず 持して ゐ たの だ。 


故 ピゥス トスキ ー ( pilsudski ) 1 冗 帥は 又 同じ 意見を もつ てゐ たが、 獨波關 係 「辭 毒」 問題を 檢 討し、 
獨波兩 岡は 結 周は 兩网關 係の 整調 じ辩し 絶對じ 軍事け 風に 化らぬ，、」 言 ふ 協を を 締結す る 意向を もつ て 
ゐた 〇 ( これは 實 現した が、) 併し 化の 協を じ 唯一つ 例外が あつち をれ は 波 蘭じ與 へられて ゐ たもの 
である 〇卽ち 化 巧 波 蘭が 締結して ゐ たが 互 援助 條約 (註、 一九二 一年 一 一巧の 佛波 政を 協ち 並び じ 軍事 
取 極め、 これは 一九二 お 年 ロヵ^ノ 條約じ 化つ て 佛が按 助 保 降を おへて ゐる 0) は 化の (不侵略) 條約 
VJ 背馳せ ぬ VJ 言 ふ おで ある 〇が しこれは をく 過去 じめ て 締結され た 相互 援助 條 約に のみ 適用 お 巧る の 
でを つて、 なぶ 窮手じ 締結 さるべき 新しい 條約 じは 當跃 まらない のは 當然 であつ た〇 化の 獨波 協を は 
歐羅 B 惯勢緩 かじ 非 巧じ巧 獻 しれのは 事實 である 0 

併し 獨 波間 じは、’ 独 かれ 早 かれを くち 然じ 解かさるべき 問題が 殘 つて ゐ た、 獨 逸都巿 ダン ブ "ヒ么 
である、 ダンッィ ヒは獨 逸の 都巿 である、 をして 獨 逸への お歸を 望んで ゐ るの だ〇 所で 化の 都 巿は化 
窥ご谅ををおんでゐるが、 これは例のゲ*' ^ サイ ユ 率和雌制おの 手じ化つて な都巧じ狎がけられたも 
のな のだ〇 おじな 前 化の 上な き 励 亂煽聊 おだつた 岡 瞬 聯盟は、々 では ホ 常 じ 如才ない 高級 委員 じ 化つ 
て 化 策され てゐ るの だから、 結局は 化の 禍の 制度が か 巧 じ 影が 滩 くなる と共に、 ダンッィ ヒ閒銷 も 何 
とか 討說 されねば ならぬ のだ〇 をは、 化の 帥趙の 平が の 解かは 歐羅 じの 緊張を 化 本 的 じ 緩 かする のじ 
巧 じ 巧が する 所^る， こ 見て ゐた〇 ど 言 ふのは 此の 緊張 緩 かは 氣 のがつ た 戰ず樂 巧の ァジ じ 化つ て 達せ 


提 


られる ことは 斷じ てない、 ただ 本 常の 危險 要素を 除去す る こ VJ じ 化つ て逮 せられる の だ 0 

数ヶ 巧が タン ッィ ヒ問题 か 数 ぉ 話 じ 上つ わが、 其 後 余は これ じ 腳し波 蘭 政が じを 聴の の 提議を なし 
た〇 をは 化處じ 化の 提議を 諸 おじ 報吿 する が、 これが あして 歐羅じ 平和の ためじ 考 へられるべき 强大 
の頁獻 をな さぬ もの か 否か、 諸 巧 ちらが 斷 して 巧き 巧い 0 
旣じお 摘して 招いた 捻じ、 余は なじ 波 醜 じごつ て 海への 出口の 必要なる ことは 認めて 居た、 だから 
义 みの 必要 惟を 巧じ考 厳の 中 じ 入れて ゐ たの だ〇 をは 民 まま 義 的な 治 家では ない、 余は 現實ま 義的闕 
ほ 社を ホ義 巧な のだ〇 併し 又 余は、 波 蘭が 海港を 望む 燃 じ、 獨逸も 亦 束 部 地方の 爲じ 海港を 必要と す 
る 管を、 ヮ^ ソゥ 化 巧 じ 解ら すの も 必要で ぁると 考 へた。 が これが を もを も 六 敷し い 問 趣な の だ〇巧 
しこれ 等 じ 對し贾 巧 ぁるのは 獨逸 岡では ない、 巧、 惡 蘆から か、 無 思 厳から かからぬ が、 一つ一つに 
がを 難い 乂繩を 取 かけ わ乂染 のがを 歐羅 む 中 じ 巧 も ばらまい わ ゲ-八 サイ ユの インチキ 師じ黄 巧が ぁ 
るの だ〇 化の 問题は 巧 まな や 方で 解か 出 ホる ものでは ない、 新しい 方法を 採らねば 耿目 だと お ふ 0 
何な ならば、 姻廊を 逆る 波 願の 海への 通路、 又 養に 逊廊を 通る 獨 逸の 講は共 じ 何 蒙 蒸 重要 巧 
をち して ゐ ないから だ 〇 これは を 然必理 的、 經濟的 巧 要 性し かもつて ゐ ない 〇 斯ぅ 言 ふを 通路 じ 巧 事 
的を 要 性を 與 へやぅ とする のは、 之卽 ちが ホ 的には 巧 じ 稀 おの 無智 さを 表明す る もの だ 0 
がて をは 波 關政巧 じ 次の 如き 提案を なした 0 


一、 ダンツィ ヒは宫 化闕家 ( Freistaat ) ごな し、 獨逸阅 へ俊歸 せし むる こ ミ 0 

二、 獨 逸は 诞廊を 通過して (自 跡が) 遊 化を 鐵 遊を 設 巧し 得る こ， と、 右は 波德 が诞廊 をを 下 じ廣く 
VJ 同じく、 お 外法 樵の 性質を もち 獨 逸の お 下 じ 現く こ 夕」0 

これ じ おし 獨逸 はがの ことじ 關 し用盧 ある ものである 0 

一、 ダンツィ ヒじ 於て 波 關の經 がの 權 益を を丽 のじ 認める こ夕」 0 

二、 ダンツィ ヒじ めて、 海への 完をじ 旨 もなる 出口 どして、 (波 蘭の) 欲する ままの 大きさの 自由港 
を 波 醜の ためじ 確保す る こご 0 

一二、 之を なて 獨 波間 現网 域を あ認 し、 且つ 之を 酿後 的の もの ご 見做す こど 0 

四、 二十 五ケ 年 閒の卽 ちを の壽 命ょり 遙 かじみ い V 」 見られる、 不侵略 條 約を 波 關ツ」 締結す る こと 0 
で、 ス n ゲァ キア 网の獨 立を 獨 、波、 巧 共同で 化 降す る こ S 、 之卽 も享實 上は 該 地方 じ 於け る獨逸 
の 一方的 巧 溝權を 破棄した ものである 0 

化 曲の 巧 波瞒 はかの 化の 化 案を 化 巧し、 ホの ことじ 願し 用惹 ある 巧 裸 明した 0 

一、 (ダンツィ ヒ化巧 S 网際聯 拙 商級委 貫の 巧 おの 脚 题じ觸 し 討 離す ろ ミ。 

二、 迴廊逝 逊じ關 して 化 宜を考 おする こ イ」0 

々は 化の 波 ㈱ 政が の现 解し 雛き 娘 废を必 から 进械 とした、 俳し これ ホが かを 的な のでは ない、 玻も 

阿 互 


惡い こごは、 一年 前の チュ n •ス n ゲ T キアの 場合の 巧に、 獨逸 vj しては 唯の 一兵 も勵 貴せ ず、 义波關 
じ おして 進入のを 志の 圣然 ない のじ も關ら ず、 波關侧 は、 嘘つきの 网際的 煽動 巧 達 じ 乗せられて、 巧 
隊を動 貴せ ねば 治まらぬ と 考 へた こどで ある 〇 上述の 如く、 これは ホを じ 遺 城な こ S である、 をして 
余が 爲 した 化の 提 諮を 拒否した こごが、 本な に 正し わつ たか 否かは、 後世の 者 達が 何時か かめて <れ 
る だら う〇 これが、 を 獨逸阅 はが ふから 關必を もつ て ゐる閒 題を 巧に 此の上ない 巧 協 じ 化つ て. 癖 決し 
ょう、 をれ も 兩闽民 じ 有利ぶ やうに 辭 かしょう ど 言 ふを の 試みで あつたの だ 0 

余の 確信 じ 化れば、 ダンツィ ヒは 決して 波 蘭の ものとは ならない VJ 言 ふ 事は 疑 ふべ くもない の だか 
ら 、化の 邮题 解決 じ 於て は、 波 蘭は 巧へ る (抵 する) 侧 ではなくて、 巧 取る (得する) 侧 なの だ〇國 
際8閒の剑作じすぎ^^いが、 獨逸じ攻擊囊ゐゎどの增は、 寒結ち 御ホ知の様じ、 露(波蘭〕 
巧 障の 申出 VJ な b 、 波關は ある 場を じは、 卽ち獨 逸が 何れ か 0 网と紛 ずを 起す 場を じは、 I 化の 場 

を じは 英网の 登場は お b 巧つ てゐ るが、 獨 逸じ對 して 武器を とつて 立つ こどを 强 ふる 廣 な、 相な 

按 助じ對 して 波關 政府は 義務づけられ ると 言 ふこ*」 じな つた 〇 化の 義務は、 嘗て 余が ビ ウス トスキ ー 
ホ師ど 締結し ね (不侵略) 條約じ 反する ものである 〇 何故ならば 此の 不侵略 條約じ (例外と して) 關巧あ 
る ものは、 當時旣 じ 成立して ゐた (波 蘭の) 義務、 卽ち專 人の 知つ てゐ る佛颇 西じ對 する 波 蘭の 義浴 


被鞋 


ホな ので ぁる 〇 化の (攻 擊) 義務を 今 じな つて あじ 癖 張す る こごは、 獨波 不侵略 條 約に 背馳す る もの 
である 〇 斯ぅ 言 ふ事倘 であつ たなら ば、 をは 當脂 化の が 約を 締結し な 力つ す P 違 ひ。 し 條が 岡の 一 
方が 事實上 いくらでも 例外の 場を の 儲 地を 残ず ならば、 不侵略 條約 じ一碳 何の お義か ぁるの た 0 
(吾、 こどつ ては) お 隅 まを 保陈 どい ふ、 —— 夕 J は 卽ち集 阿不巧 を お 降、 — み 遠の 戰 ずを 化む 危機 
ぁるか、 又は 根本のに 條約國 間の 軍 尊巧顿 をを 然 をまぬ 明確な 協を あるか、 二 あの 一の みで ぁる 0 
なじ 余と ピゥス トスキー の 問 じ 締結せられ たる 條 約は 波翩じ 化り 一方的 じ 侵 普せられ たもの 艺 見做 
し、 破棄せられ たる ものと 見る ので ある 0 

をは 之を 波魄 政府 じ通逮 した 〇 併し 余は 化 おじ 繰返し 言 ふが、 これは 如上の 問題 じ對 する 余の 根本 
の 見解 じ變 化を 來 した 空言 ふ 想 化では ない 〇 菊し 波閱化 巧が 對獨關 係 じ 就き 新た じ 協を じがる 鞭 調を' 
希留す る 場を 12 は 余は 喜んで 之を 迦 へる、 化し 化 0 聪 調が 明確な、 且つ 兩闕 L 同等な® を 基礎 
どす るこ这 を か 論 前提 VJ しなければ ならない 〇 何れ じせょ 娜 逸は 斯る義 おを 喜んで 受理し、 旦つ履 巧 
する 用感 ある もので をる 0 

巧し 之 等の 巧 巧から を 近 お 週の 閒 じ、 歐羅 じじ 新た じ 不巧狀 態が 生じた ごすれば、 をれ じ おする 黃 
巧は をく、 吾人が 绩 承知 S 如く S 网陈的 戰ず媛 SQ 手先 じな つてを & 傅 じを はさるべき で 
ぁる。 化の 宜 階は 望ま 義諾 岡の 数夕の 機關じ 操られて、 歐羅 じを 絶へ ず 益々 神經 巧なら しめ、 且つ 


續 々s 流言 鑛 語を r 生淹」 して、 巧て 歐羅 じじ’ ヵタ スト 01 フの實 を 熟せし める の だ 〇之じ 化り 今よ 
で 他の 方法では うまく 巧かなかつた 事、 卽ち ボ^シュ ダ ィズム じ 化る 歐羅じ 文化の 破 嫂を 望んで ゐ るの 
だ。 . ' 

之 等 煽 励 お 輩の 化惡 (のをが 前よ b 一 辟 商 まつた こと) は、 歐羅 むな 機の 思 大危險 地域の 一つ (西 
班ず) が、 ある 「一人の 巧」 及び 彼じ感 する 岡 巧の 巧 雄の 巧聊と あじ 亦 I をは 敢て言 ふが、 I 伊 
太 利 及び 獨 逸の 義勇 丘 ハの 手 じ 依つて、. 彼等の ずから が 取され た爲 ごが 心へ ば、 一曆 判き りご 解る 〇 化の 
数 迎間獨 逸は 激 誠なる お 威を なて 西班牙 网 に 巧の 勝利を 體驗 し、 且つ 祝し わので ある 〇 余が フラ シコ 
將 承の 巧戰 VJ 請願 じ應 じ、 ボ八 シうク ィズムの 人殺し 放火 犯人 ごも 言 ふべき 輩の 圆際 のま 持じ對 し、 國 
ほ 社 曾 ま 義獨逸 岡よりの ま おを 典 へん ごか 必し たどき、 同じ 网際的 煽動 お述は 化の 獨 逸のと つた 態度 
を 化の 上な き 破廉砸 なるやり ホで 曲解し 》 且つ爲 音した ので あつた 0 

當 時の 彼等の 言は 巧う だ、 獨 逸は 西 班才じ 化を 张 b 腰を な 付ける 蔥 志が ある、 獨 逸は 西班牙の 植民 
地を 手に入れ やう-として ゐる艺 〇 をれ 巧 わ 獨述は 二な の 軍隊を モ n ッコじ 上陸せ しめた ど 言 ふ 下劣な 
る 嘘まで 擅 つん 上げた 〇 要する じ獨 かの 支拨の 理想 ま義じ 水を 差し、 これから 又 新た じ 戰ず巧 峨の穂 
を 見出ず ためじは やらない こ VJ はない と 言 ふ お 巧 だつ た 0 , 

數 週の 中 じ 此の 网 民の 西 班 ザの 戰勝巧 ± は同网 のが 都 じ 堂々，/」 入城す るで あらう 〇 W 班才闕 民は 彼 


を ば、 言語 じ絕 した 恐怖ょり のを 世 ま VJ 見、 且つ 死刑 じされ、 課 殺された 者の みで も お算セ 十と 萬 お 
千 ク」 言 はれる 人命を を 必の 犠牲 じ 化した 殺人 放乂化 人と も 言 ふべき あ 達ょ b の 解か 者と 見て、 歡 喜し 
て 彼を 迎 へる でを らぅ 〇 西欧 及亞ホ 利 加の 民 まま 義的 人道 ま義の 使徒 連 がら 無言の 慈悲 深い 御疏 眉を 
受けて、 彼等は 夥夕 のが々 晒々 の圣化 民を 文字 逆 b 屠殺した ので ぁつた 0 

化の 勝利の 入城 じ 際して は 勇敢なる® 班才 兵の 列 じ 伍して、 が 太 利の 戰 ぶく 共 じ、 吾が 獨逸 軍の 義 
勇 兵も參 加す も〇 やがて あき 日 じ 彼等を 吾が 獨 逸の 故 鄉の地 じ迎へ 得る のを 望んで ゐる〇 其の 日 じは 
吾が 獨 逸の お 等が 彼の地 じ 於て 如何 じ 勇ましく、 离 潔なる (巧 班 牙) 岡 巧の 爲じ戰 つたわ、 をして 如 
何 じ 巧々 し < 歐洲 文明 救濟 のた めじ 戰つ たかを、 吾等 獨逸岡 民は 體驗 する であらぅ 0 

何故ならば 人間な 下の ボ八 シぅゥ 1 スム が巧疵 牙で 勝利を 占めたなら、 がの (赤化の) 波は 易々 どを 
歐羅 じに 赌つ たじ 違 ひない 〇だ からだ、 歐羅 己が 巧び 火 禍の巷 ごならな かつた のを 遺 城 ィ」 する 輩の お 
惡が义 旧て ホる のだ〇 この 化 じ 彼等は、 闽に問 じ 相な 不信の 穗を播 き、 これを 何 おかで 彼等の 望んで 
やまぬ 敬ず なみじまで 持 も 上げ 得る 様な 機を を 失 ふまい VJ 愈々 あせつ てゐ るの ピ〇 

な 近 數週邮 じ 之等网 際的戰 ず使败 ぶが おが 目な 陳述の 形で r 僞 を」 した もの、 就中 數夕 の新閒 紙上 
じ發 ましね ものの 中 じは、 なじ 昭庇巧 鹿し く 且つ 惡 意に 滿 ちたら のが ある 〇 典の 第一の 結 あは、 —— 
このな 傅が お まま 麗的訊 阿の 内政 的 目的 じ 役立つ 巧を H 巧ぶ して ゐる限 b は 別 VJ して、 —— 目下 不可 


巧 八 

能を 知らぬ (巧 ホ 利 加) 网 への 火 基の 人類の 到 ホ (獨 逸の 巧 ホ剌加 侵入の 如き こご) すら あ b 得る こ 
ごだ VJ 考 へる 機な 神經 巧な ヒス ブリ ー を ばらまいた 事だ〇 併し 其の 元 巧の 目的は、 巧网の 哲陆化 策を 
必要なる もの ご 見做し、 從 つてな 惡の 場を じは をれ を 支持す ると 言 ふ糕な 一般 與論を 沸き立たせる じ 
あるの だ 0 

併し 獨逸网 民は これ じ おして 悠然 ごして がの 化 事を 進めて 巧く こ s が出來 る〇獨 逸の 网 境は 獨逸史 
上 比频を 見ない 陸軍 じょつて 守られる、 空は 义强 力無 比のを をが 之を 誰 6、 獨逸 沿岸は 如何なる 敵が 
來 ても攻 が お 巧ぬ 様 じして ある 〇 西部 じは ホせ 巧の 强 力なる 防備 工事が 出 ホ 上つ て ゐる〇 併し 巧定的 
なる ものは、 民族を 髓の蝴 結 力で ある、 獨逸岡 巧 軍 じ おする 獨 逸人 相互 間の 信頼のを である、 をして 
更に、 —— 余は 敢て言 ふが、 —— すべての 巧 導じ對 する 信頼で ある 0 
^鮮 同盟 併し 吾が ぶ 巧の お 導 S 网民じ おする 信頼 も 之 じ 劣ち さるものが ある 〇 共通の 運命に 結合され てゐる 
爲 じ、 あらゆる 點じ 於て 吾人 じ 最も 密接な 關 係を もつ (が 太 利) 闽 家じ韵 する ものが 其の 最 たる もの 
である 〇 本年に 於ても 亦フ 7 シスト 伊太利は を 正なる 獨 逸の 利益 じ おし 最高の 理解を 示した ので ある 0 
又 吾人の 側から 言 つても が 太 利の 生活 必然性 じ 對し么 ど 间じ氣 持を 抱いて ゐる ど 言 つても、 何人も 之 
を おとす る じは 當ら ぬので ある 〇 化の 兩闕 はを 結ぶ 同 邸は 斷 じて 引離し 得ない ものである 〇 この 確た 
る 事赏を おがさぅ VJ 言 ふが みは 如何なる もので をる じせょ、 吾人 じは 笑 ふべき ものごし か 思へ ない 0 


るトブ 


係對 


何れ じせょ、 この こどは 数日 前 お ま 主義の ち 力 新聞の 論說じ 出て ゐ たこと が 露 もょ ぐ 解明して 餘さざ 
る 所が ある、 卽ち該 新聞 じ 依れば、 獨 がを 別々 じ やつつ ける 爲 じ、 兩岡閒 じ 水を 差す こク」 などは 最早 
葛へ 得られない 事だ夕 J 言つ てゐ るの だ 0 

巧く 獨逸 欧府は 深い 理解を もつて、 かの 盟邦が 太 利の ァ^バ ニァ じ 於け る 巧 動を 當然の 權利ど 認め、 
かるが 故 じ 巧 想を なて 迎 へた 〇さ ぅだ、 フ 7 シズ ム はたぶ じ權 利を おする のみならず、 自然から も歷化 
から も 伊太利 じ附 典され ね 生活 領域 じがを 維持の 配慮を する だけの 義務 も あるの だ〇 ただ 之に 依つ て 
のみ 人類 文化の 本 當の隆 施の ぶ 礎 も 出 ホ、 且 確が される ど 見るべき である 0 要する じフ T シズ ムの 文明 
開化 工作に 對 しては、 國民 社を ま義 のをれ じ對 するど 同じく、 他の 國 々が 疑を さしはさむ 所は 殆んで 
ない 帯の ものである 〇 何れの 場を でも、 他 岡の 浮は ついた 大言化 語 や、 論據 のない 主張 じ 割し、 駿然 
たる 事實 がすべ てを 語つ てゐ るので ある 〇’ 

が 太 利が び 目 本じ對 する 獨 逸の 關 係を 緊密 化する こ’、」 は、 獨逸岡 家 お鷄の 不斷の 目標で ある 〇此の 
一二 强网の 自由 獨立 のが だ 及び 維持の 中 じ、 本當 の人频 文化の 巧 持、 實踐 上の 文明 及び 正義の ぜ巧秩 巧 
の ホ ホじ掛 するな も 强いフ 7 クタ ー がな すると 見る 0 

を 初 じ 述べね 檢 じ、 一 化 一二 化 年阳巧 十五 日 じを 世界 じを じ 宛てた る お 報 —— 尤もを が 之を 實際 じ受 
取 ゎ、 自ら 目， を 通した のは もつ ごを だつ たが、 —— の內 なが 明か じされた 〇 この 文書が 如何なる 稀 類 


ぉ o 

の もので あるか、 (か 入れ か、 口上書 か 何だか 解らぬ) 义 如何なる 既知の 方 まの もの か (如何なる 外を 
文 謀の 形式を 踏んだ もの か) をめ るのは 闲 難で をる 〇 かじ 余は 獨逸闕 俞の離 貴 諸君、 從 ってを 獨逸國 
ほの 前 じ 化のを 態な 文 叢の 內 なをみ 巧し、 同時 じ 諸君を びを 獨逸网 ほの 名 じ 於て、 必要なる 同 答を な 
さぅ ごする ので ある 〇 • 

巧 ぉ 一 一、^ 1 ゾ ダ-^ 卜 巧は、 目下を 化 ホに 於て はがるべき 戰 ず、 いや 第二次 世が 大戰の 恐怖 じ 何 億 ど 言 
ふ 人類が 絕 ぇず 怯ぇて ゐる狀 態 じある ことは、 余 じ も亦辭 つて ゐる こご だら ぅ S 言ふ盧 見で ある 〇こ 
れ は、 彼が 化 表して ゐ るを 巧 ホ 巧 加を 衆 國の岡 民の 深い 關也畢 であり、 且っ又を 西半球 じある 他の 閔 
ほ 全般 じ關 しても 言へ る ことで ある ミ 言 ふ 0 

同を 一 第一 じ 言 ひ 得べき こ VJ は、 勿論 戰ずじ おする 恐怖は 昔から おじが 化して 居つ たし、 (々じ 限らぬ、) 且 
つ をれ は當然 なの だ。 

例へ ば ゲょ^ サィ ユ平 か條約 締結 後一 化 一 化 年ょり 一九 一二 八 年までの 閒丈 でも 十四の 戰爭が 巧 はれ 
. て ゐる〇 併し 此の 中の 何れ じも獨 逸は 參 加して ゐ ない、 が 「西半球」 の 諸 岡 —— 其の 諸 圆の网 名は 八 
1 ズゲ- 一が 卜 大統領が 列 擧 したら の だが、 —— は參 加して ゐ るので ある 〇更じ 此の 同じ 十の 年間 じ 二十 
六 仲の 武力 干 涉を流 化，、」 暴力 じがる 制 栽が あつた 〇 これに も 亦 獨逸國 はを 然參 加して 居らない 〇亞米 
利 加 合 衆网自 みが 1 化 一八 年な 來六 件の 武力 干が を 巧って ゐる〇 ソゲ ィユト 敲西亞 は 一九 一八 年な 來戰 


ず 及び 流血 讓 力の 軍事 巧 動を なした る こど 十囘じ 及ぶ 〇 これ じ も 亦 獨逸國 は 唯の 一件 W して 關 係して 
ゐ ない、 又 これ 等 審變の 原因と なつた こ VJ すらない。 

故 じ歐羅 む 内外の 國 K の戰 ずに 對 する 恐怖が、 化の 際 じな つて、 獨逸じ 巧 巧 ぁり ど爲 され 得る かも 
かれぬ 様な 本 當の戰 巧 じ おする 恐怖 じ 獲つ て ホた S 見做す のは、 余の 見解 じ 化れば、 問 違 ひで ぁると 
あ ふ 〇戰ず 恐怖の 原因は 一から 十 主 6 で、 制鐵 される こごな き、 嘘つき、 下劣なる 新聞の 煽動、 並び じ 
他闕の 元せ を 批判した 硕惡の パンフレットの 流布、 及び 嚴が じは 地球の 遊星からの 干渉 すら 可能 巧 ぁ 
bvj して、 救 ひ 難い 恐怖のを じまで 人を 引づ b 込む 人爲 的の 恐 備剣作 じぁる の だ。 

. 思 ふじ、 諸 网閒の 和な 關 係、 時 じ 他励の 网內的 出 ホ 事な で じ 願し、 (を 闕 の) 責巧 ぁる 政府が 政府 自 
み じ も、 义新削 機 關じも か 要な 制嚮と 眞赞を 愛する 氣 持を 與 へた じら ば、 戰 ずの 恐怖な どは 忽ち じ 解 
消し、 吾人が 皆 尊： んでゐ る 靜穏狀 態が やつて 巧る じ 違 ひだい 0 
巧驾ー ニ、' 電報 中に、 ル ー ズゲ ュ^卜 氏は 所信を 披歴して、 大戰 ずと 言 ふ もめは、 例へ をれ が 他の 乂晓內 じ 
限られて ゐて も、 み統 きすれば 甫：大 な 結 おを 及ぼし、 來 るべき 數化 代じ涉 つても 影嚮 する 所 甚大で ぁ 
る ど 言 ふ 〇 . 

阿を 二 これは 獨逸网 にが 一 あょく 知つ てゐる こご だ〇 々，- 言 ふのは、 ゲてル サィ ユ牢 和條 約は 獨逸岡 巧に、 例 
へ 巧 年 かか つても 支拂ひ 顿れぬ 位の な擠を 課した、 しかも 亞朱剌 加の 网法學 薪、 膝 史家、 お 學敎授 等 

ぶ】 
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五 二 

が證 明した 樣 じ、 獨逸网 は 化み 戰ず 勃潑當 初とは 他の 网民ど 同じく 何等 罪 もなかつ たじ も 巧らず 斯ぅ 
言 ふ 軍； がを 誠せられ たの だ 〇 

併し 余は、 巧し も 世 巧の 人な が わざわざ 人爲 的に 漠然たる 條約 など 言 ふ義お づけの 組織 じ 依つ て、 
を 世 ホを 組織的 じ 紛ずじ 引 这む樣 な こ V . が 無ければ、 如何なる 戰ひ でも 查化界 じ、 卽 もを 地球 じ災舊 
的な 結 巧を 及ぼす もの ミは 考 へない 〇 何故ならば 過去 何 世が かじ 渉り、 —— 又 余が 化の 囘 答の 展初じ 
述べた か <、 —— 摄お十 年閒じ 於ても、 化 ホは 絶を 間な <戰 ずを 經驗 して ゐ るの だ〇 おし ズゲ- 八 
卜 氏の 賓へ 方が 當 つて ゐ るなら ば、 ん類 はが じもぅ、 これから 化激巧 年も耐 へねば ならぬ 様な 總额を 
ば、 これ 等す ベての 戰 ずの 姑 あを はねば なら なくなつ て ゐる〇 

ご 一、^ 1 ズゲ t 八卜 氏は な 前に も 他の 機を じ 於て、 武力 じ 訊へ る こ，、」 なく 政を、 經濟 、社會 問題を 平 
が强 じ蹈理 する ため、 をじ訴 へた こどが ゐ る*」 言明す る 0 

化の 霉 へは 余 自身が 今まで 常 じ 抱き 化 あして ゐ たもげ である、 然して 事載歷 化が 示ず かく、 をは 何 
等 武力を 用 ひず、 卽ち武 おじ 訴 へる 所な く、 必要なる 政治、 經濟 、社會 問題を 處理 したので ぁる 0 
遺 撒 乍ら 化の ホが の處理 は、 當 該問題 じ 直接の 關係 もな く、 义 何等 影響 もを ける 常の ない 政論 家、 
政治 あ、 新 酣記あ 達の 化喊が 動じが つて 闲 難なら しめられ たの だ 0 

四、 八 1 ズダュ 八 午 氏の 信ず' る 巧 じ 化れば、 「帖の 流れ」 は 巧び 武力 VJ 一肯 ふを 威を 雜 した、 おし 此の 


を 成 かかく 續 くなら ば、 化 ホの 大部を は 共々 壊滅 じ 至る は 避け 難い もの^ある V 」 言 ふ 0 
同 答 四 他网 R じ戰 ずる 此の 稀のを 成は、 民 まな 義 怖刺閒 紙上 じは な 日の 綠じ虛 報が おる が、 濁 逸の 願す る 
、限 b をの 知らざる 所で ある 0 . 

お 日新閒 紙上 じ 現 はれる 所を 見れば、 獨 逸の 勵 員、 軍隊 上陸、 不法 强請 等の 記事が あり、 之が 何れ 

も 獨逸ど 盛く ホか禪 じがして ゐる网 々のみなら す、 大部を は 獨逸ど 密接なる 友 巧關係 ある 岡々 じ當て 

た'' 

たもの なのに 0 ' 

間留冗 ち 下 ズゲこ 八 卜氏基 じ、 5 じ なれち 戰勝國 、霞网 、中畜 の 何れもが 這 普を) 蒙らね 

でなら ぬで あらぅ どの 見解で みる 0 . 

同を 五 化の 惜 をは 余が 政治家と して 二十 年 問 も 抱いて ゐ たので ある。 これは、 亞乂が 加の 巧 巧 あ， る 政 巧 家 
達が 遇 城 乍ら、 化ホ大 戰愛戰 々び 巧の 結末の 附け 方じ關 し、 これ W 同じ 見解 じ 達し 得な かつた 當時旣 
じみが 持つ てゐた 信を なの だ 0 

問菌ホ 六、 见後じ 八 I ズゲ ょ^卜 氏は、 网 民を々 じも藥 ひか、 らん どす る禍 から 救 ふのは、 1 じ大网 民の 指 
驳 おの 手の 中 じ 撮られて ゐるど 言 ふ 0 

巧を ぶ 巧し 此の 言の 逝り にと する U らば、' さぅ 言 ふ 力を 附 がされて ゐ るを 网のお 溝 者が、 戰 巧を 嚇る新 
閒 をが 鄉し 、なて々 じ もがらん どす る戰 ずの 災禍から 世 ホを 守る こどを しないのは、 棟 端 じ惡い 言葉 
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を 用 ひなく でも、 巧 じ 刑 剖を 加 ふる じ 化る 輕卒 である 〇あ じな 巧 ある お 導 者 達が 説网お 棚な 問の 外を 
關係 (の 調 職) を應る 所な く、 (だ おに： 一理 ももない のじ 派遣 大使を 巧 喚した b して、 が 巧關係 (の 調 
殺) をみ 雞 ならしめ る 許々 か^ 阻蒂 さへ して ゐ るのは、 おじ 义譯の 解ら のこ どで ある ど 酉 ふ 0 

巧 煙 セ ちて ズゲ f 巧は 言 ふ、 歐羅 匹に 於て は 一二つ の獨 富家が、 亞弗利 加に 於て は 一つの 翌网家 
が r が 失した， と 0 

nf ん 歐羅 じじが' ける 一二つ の 岡 家 ごは 何で あるかを じは 解らない 〇併 しおし 之が 獨逸 じ傑歸 した 化 モを旨 
すのならち 余は大統領殿がお化媒おををてゐるこどをお摘甘ざるを得ぬ。 これ等^^网家が歐羅 
むじ 於て 其 G 獨ホ磬 を 失つ たのは、 今ではな；， の だ、 一九 一八 年 じ旣じ 其の 巧な は 無 かつね の だ、 
卽ち をれ は、 か慨 振つ て與 へられた 約束 (ゥバ ソン 十四 條) じ 反し、 彼等は 其の 共间 社を わらみ 割 
せられ、 彼等が 決して 然か あるを 欲した こ VJ もな く、 义 過去 じ 於いても さぅ でな かつ‘ こぶな 网家じ 造 
b 上げられた 昕 、おじは 彼等 じ獨 ホなら ざる 獨 立、 せいせい 彼等の 嫌 厭す る网際 的矿他 岡への 依 ¥ こ 
ょる 獨 立を 巧し かけられた 一九 一八 年に 巧 失して ゐ たの だ 0 
おじ 又、 自由を 失つ て 下つ た •との 御 窓 見の 巧 弗 利 加の 岡 ぷに關 しても、 やは b をへ 違 ひ，^ して 居ら 
れる〇 巧 弗を 加 じ 於て 自由を 失つ わ闽ぷ はた 5，1 一つの みに 化らず、 此の 大陸の 腐 巧 おの おんどを ては、 
他 岡 民の 畫權の 慘酣な 暴 さ替」 征服せられ、 がの 宜 由を 剝 がを ねの ち： ッコ 人、》 ン ，、ラィ 


人、 ァラ ビャ 人、 ネグロ 人 穂な では 何れも 巧 化网の 暴力の 犠牲 ィ J なつた の だ、 をれ 等 諸 國の用 ひた 刀 
就、 馈彈に 押して ある スタム プは客 ade in oer 吕 an 》 ではない、 sa をす Democracies をの だ 0 

問駐八 八、 嚴巧 じて ズゲ "て 巧は、 —— 义 もこれ は 氏も當 つて ゐ るとは おつて はゐ ない が 併し 今後 

立&だ 他の 現が 獨立阿 家じ對 する 侵略 巧爲 が企圆 されて ゐる ご 言 ふ 巧 じ 言を して ゐる〇 
囘答 A 余は 斯う 言 ふ根據 の； い从 しは 何れも、 靜穏卽 ち 化 界の平 かじ 對 する 罪惡 である ど 見る 〇 これは 更 
じ 諸 小网を 恐怖に おれ、 或 ひは 少 くと も 神締質 じする 丈の こ 这だご 思ふ〇 併し おし ル ー ズゲ "八卜 氏 
が 赏際じ 何 か 一定の 巧を を必 におつ てゐ るなら ば、 攻擊 のを 威を をけ て ゐる訊 岡 及び 問題の 攻锻圃 の 
名を 擧げて 載 ひたい 〇さ うずれば、 簡 單な戰 明で 化のを 方 もない 一般の 罪惡を 抹殺して しま ふこ 艺も 
出 巧る であらう 0 

麗化 化、 八 1 ズグ ュグト 氏は 言ん、 おし 化の 事態を 避ける 據 なな 理の 方法が 發 見され ないならば、 明か 
:- じ® ホの 値 勢は 今や 大慘禍 じ 終 はらざる を轉 ない 巧な 方向 じ おみつ、 ある ご〇 おじ、 みみび 獨逸闽 民 
は 戰爭を 欲しない とは、 をの 糜 々碰 言した 所で あるから、 巧し をれ が本當 ならば、 戰 ずを おす 必要 も 
ないで はない かと 言 ふ 0 

间を化 をはもう 一巧 繰 おすが、 巧 一 じかは 戰巧 をした 憶ぇは ない、 巧 二 じ 教年來 なは 余の 戰ず 嫌臘 、特に 
戰ず 愧喊じ おする 化 惡は明 縮 じ 述べて 巧た 所 だ、 おじ 第ー ニ じ、 を もを も一概 何の 爲じ 余は 戰 ずを おす 

で五 
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べき か、 を じは 解らない 。下 ズゲ kT 氏が 之じ腳 し々 じ說 明して 下 二れば、 誠じ畫 ミぇ 
閒ほ十 十、 最後 じ^ I ズゲ t ルト 巧は がぅ 言 ふ 見解で ある、 卽ち > 純然たるを 网防衞 の 巧を は 別 ごして、 あ 
• る 統お權 力、 自岡民 又は 网 K じ戰 ずの 災禍を 藥らす 如き 權利义 は 必然性を 持つ てゐ るとは、 地球上 
如何なる 网民 ど 雖も肯 を 出 ホの 所で ある so 

间軍 もは章^^をミ人ならば誰でも考へ をミでゎる、 併し殆を藉なる5に於ても純然たる 

自网 巧？ 言 ふ 二 W は (を 戰) 兩网 から ホ 張され る こどで あ b 、 おじ 化の 問題を 一義的に 解明す る 巧 

な 制 巧は、 ズ ダ-ル ト巧 自身を もを めて、 I 此の 巧 じ はぜ 巧し ない VJ 思ふ〇 巧し 阿へ ば薛义 

ホ ヵが 世ホ大 戰じ參 加した のは、'，/」 ぅ 見ても 「純然たる 肖网 防衞」 とは 言へ ないど 言 ふこと に、 先ブ 
疑を 差は さむ 餘地 はない 0 

逆 じ 八 I ズゲ ょ^卜 大統領 自身の 設 ちじなる 調ず 委員 倚が、 亞米利 加の® ホ大戰 を戰の 理由を 調査 
し、 化の 義 はが 本 じがて た'、 資奎義 的概點 からのみ 爲 された もの だ 星 目 ふ 結論 じ 達して ゐる〇 し 
かを.！ の壽 からは、 何等の 露 的歸結 も？ 出されて ゐな いが 態で ある 〇 ( 註、 雲の 率實 から 學 
ぶ 所 ある 據な行 風を して ゐ ない 〇) 吾々 の 望む 所は た乂 、少 ぐと も 化 米な 衆网は 化の 高がな お 礎觀を 
に從 つて 葉 も 亦 i まで 巧 励し、 本當 L 1 S たる 高 瞎援爱 〔でなければ 、如何なる 岡 じ おして 
も戰 ずを 仕 かけぬ 様 じご 言 ふこ どで ある 0 


十一、 おこ^ 1 ズゲム y 卜 氏は 言 ふ、 巧の これを 言 ふのは かして 自己 ホ義 や、 (自 をの) 弱陳 や、 恐 
怖む いらでは ない、 これは 膊際 じ々 を 持つ た 興で ある、 人類への をょり おで わるもの である so 
おし 化の 亞义巧 加の 實際じ 力 ある 戰 VJ 人類 じ韵 する 愛が、 叫ばるべき 時 じ 叫ばれて ゐ たなら ば、 更 
こおし 化の 聲が 其の 時實際 上の 價 値を 巧して ゐ たなら ば、 ホ 曾ち の 人類 大攪亂 の お ゐィ」 なつた 條 約、 
卽ちゲ ム^ サィ ユの眶 制は 阻 化し 得た じ 違 ひなかつ たの だ 0 

十二、^ 1 ズダ ム^卜 氏は' あじ 說 いて 言 ふ、 總 ての 岡 際 問题は (列 國) 會議を 開催 L て 解かすべき 
である ど 〇 

ぶ 論 的 じは 誰でも. 货 際に 此の 可能性を 信がざる を轉 まい、 何が ならば、 一方 じ 於て は 理性が 要 おの 
お 巧を をめ る 場を も 多から ぅし、 义 他方では 步み 帯ち の 總對必 耍性も 明かに される 力ら た 0 

例へ ば、 すべての 理性と 論理から 言 つても、 乂 瓶の 一般 高級な お 義の巧 本から を へても、 おじ 神 怠 
じ適ム 捉じ從 つても、 化 ホの 資 則は すべての 闽 おじ 同等 じ 配み さるべき である。 一 平方が じな 四十 人 
百 五十人 或 ひは 二 巧 人を 養は ねばならね 岡 民 も あるの じ、 ある 一网 おが 同 r 而磁じ 十五 人 じすら も 達 
しない お 废で濟 まして 行ける 稱呢乂 な 生活 領 城を 要 ホす るな で、 言 ふこ どは あつて はならない の だ 0 
がし でんな 巧が あつても 之 等を 福な 岡に が、 例へ ば自 をの 植民地を 失つ てぇ でも、 现巧闲 つて ゐる國 
にの ため 其の ホ 巧 伽 域を が 詰めょぅ など 言 ふことは あり 巧ない 〇 だからを はか 憩 じ 化つ て 化の 閒题が 
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解決 さわる 檢な こごが あれば、 赏じ 大した もの だ ご 思 ふので ある 0 ’ 

倘し をの 懐疑の 根本は、. 巧 講ご言 ふ もの、 效巧じ おし 其の 不信を 歷 もがき b 表明した のは 亞义が 加 
だっ わ £ 言ふ點 じある 〇化 ホの 愚 も 大きな か 議は言 ふまで もな く闽際 聯盟で をっ た 〇巧米 利 加 大統領 
のな 志 じ 基いて お 巧 上った 此の 垂化 界の网 民より 成る r 紐を」 はを 議の 机上で 人類の 巧 題を 解かし 得 
る もの •/」 思 はれて ゐた〇 

併し 化の 化 事から】 お始め じみを 引いた 岡は 亞米利 加を 衆阀 なの だ〇 をれ も 大統領 ゥ< 火 ソン 自身 

が、 宵議に 化っ て 本 f 根 斋な网 際 問題を 解を？ か 巧 か Q 可能性 じ 非 f 疑惑を もミゐ たか 
ら なの だ 0 、’ 

八 1 ズゲ -火卜 巧よ、 巧 下の 御が 息 じは 巧 敬を 拂 ふ、 併し 化の 貴下の 御を 見の 前 じは、 殆んど 二十 
年間 じ涉 り、 闽 際聪盟 ご 言 ふ 巧 ホ坡大 永遠のを 議は實 際 根本的な 圃際的 問題の 唯一っ すら 解か 出 巧な 
かっ わご 言 ふ嚴然 たる 事 宵が あるの だ 0 

獨 逸は 長年の 間 ゲよか サイ ユ 平和 條 約の わめ ゥィ 八 ソンの 約束 じ も 巧らず 化の 愚大の 世が を 議に列 
する 孽が お 巧な かつた 〇 化の 上な き慘檐 たる 經驗 をした にも 巧らず ある 時化の 獨逸政 ホよ' やは b 、 亞 
米 利 加な 衆 國の例 じ 做 ふべき ではない-/」 信じ、 後に 此のを 谣じ參 列すべき である ど 思つ でゐた 〇间年 
も 化の 役 じ も ホたぬ 踰规じ 加入して ゐ たが、 余の 時 じな つて 始めて 亞米利 加の 例 じ 做 ひ、 化の 世界 玻 


大の會 諭から 腕 退す る こ ミ じかつた ので ぁる o ' 

をれ な 後 化の 聯溫の 巧 諮で 遺憾 乍ら どの 問題で もさぅ だが、 解決 お來 なかつ た 問題で、 昏 

が 民族 じ關係 ぁる ものは、 をが 解み したの だ、 しかも 何れも 例外 U しじ 戰爭 をせ サじ 解決した の だ 0 
併し 之を 別 ィ」 しても 旣 じ力說 した 隙 じ、 な 近 も 他に 駭 多の 閒趣 がを々 な 世界 會議じ 持ち おされた 〇し 
かも 其の 一として 解決を 見たら のはない 〇 併し、 グ ー ズゲ ユ八卜 巧ょ、 どの 問題で も 會議で 解決 お來 
る这 言ふ贵 下のを がを も/、 正しいならば、 過去と ヶ年ま 乃八ゲ 年の 間を ての 岡は は、 — 亞ホ利 加 
を 衆 岡を もを めて、 —— 盲人 か 化 罪人 じ 導かれて ゐ たどし わ 言へ ない の だ 〇何ミ なれば、 彼等は 皆、 
亞米利 加を 衆网 のな 治み、 をれ も 最大の 化 お 家を もを めて 皆、 歷 あを 宵議の 卓子で 形が しれ ことは 先 
づ ない 〇 何れも 自闽闽 民の 力を 用 ひて 爲 された もの 許り だ〇化 ホの 自由は、 南化說 如の 葛藤が 何 諮で 
かせられな かつた 樣 じ、 やは b 會 難の 結 あ 獲得され たもので はない 〇化亞 米 利加大 降を 次第 じ 征服し 
て 巧つ た 時の 無 數の戰 ひに 就いては まぁを 然觸れ ぬ こ*」 じして 歷 かぅ 0 
貴下の わ考 へは、 八 1 ズゲ- 瓜卜乂 統領ょ、 確か じ をら ゆる 巧 敬じ慣 する もので をる、 た 貴 閥の 
膝を じ 於ても、 义 他の 諫闽の 照 化 じ めても それを 實證 する ものがない ので ゎる、 これを 明か じせんた 
めじ 余は 如上のを を微述 する の だ 0 I 

巧® 十ー ニ 十ー ニ、 八— ズゲ 。八卜 氏は あじ 紛 けて、 巧し 一方の 側が (行 誰の) かを が自 かじ 巧 利 じなる と 言 ふこ 

五 化 


’ とを 始めから 保證 されない 限り、 武器を 手から 離さぬ ど 言 ふなら ば、 をれ は 平和的 談 なの 幹 旋じ應 ず 
る ものとは 言へ ぬ ご 言 ふ 〇 

、火 1 ズゲ 卜 氏よ、 岡 民の 述命 がを 後の ドタン 場 じな まつた 時、 其の 政が な b 、 其の 闽 ほの 指 鶏 お 
な b が、 ただ 單じ 他のを 議列雁 巧のを 別な り、 個瀑 なり じ 化る 正しい 組 論を 富 目的に 望んで、 武器を 
棄 て、 或 ひは 武器を 巧手 じ 差 巧して まで、 を議じ 出る どで も 巧 下は 考 へて 居られる のか 0 がー ズゲご 
卜 氏ち 世 おた 上 今日 迄、 效 能を 述べ わて わ 此の 處方 叟じ從 つて 行跡し ね 励 民が 唯一つ ゐミ さぅ 言 
ふ 政府が 唯一つ 丈 ゐる〇 獨逸國 だ！ 

獨逸闽 ほは 嘗て 巧 义利加 大統領 ゥィルソンの 嚴 かな 確約 这 、職 合网 側に 依る 化の 確約の 巧證を 信じて 
武器を 棄 てた、 をして 「化 腰」 でを 議じ 望んだ 〇 併し 獨逸网 おが 武器を 棄 てた 其の 巧から、 獨 逸は 最 
早を 講じ 招待 すらされな かつた、 逆 じすべ ての 確約 じ 反し、 ホ々 ホを あの 大破 約を 蒙つ たの だ 0 
併し 亞ホ利 加 大統領の 嚴 かな 約束を 信じて 武器を 棄 て、 武裝 解除の まま 曾 講じ 出席した 獨逸网 民の 
巧 表 あは 强制條 約 巧理じ 際して は、 四 年間 じ 渉 b を 世界を 敵 ミして、 自 岡の 自由と 獨 ぶの ねめ の戰ず 
中、 異なの 雄々 しさを なて 持ち こたへ ね國 民の 化 表 巧 VJ しては 迎 へられず、 昔 (亞ホ 利 加が 度 人の) 

ス ー 叛の曾 長に 對 して 爲 された よりもつ ご 巧 辱の な 化 ひを 巧け たの だ 0 
をして お議じ 於て ホを おの 大お亂 が 態が 處理 される 化り に、 化 じ も 冷酷なる 强制條 約 じ おつて 前よ 


り ももつ VJ 恐るべき お亂の 灑が播 々れ たのた。 

獨逸化 表は 践 しき おおじ 縣 倒せられ、 石を 投げられ、 旧人の 擦 じ、 世が 曾議 ならぬ 戰勝國 の 法廷 じ 
引づ b 出され、 其處で ピスト^を 擬 せられて ホ々 を 逝 じて 風 も 屈辱の な 屈服 ど谅 奪を 甘受す る 様じ强 
ひられた の だ 0 . 

レ ー ズゲ ュ火卜 巧ょ、 今 n のみなら ホ、 將ホじ 於ても 獨 逸人は 巧し V 「化 腰」 で會諮 じは 望まない、 
なじを して、 笑 じ 談判の ための 獨逸£ をの 巧が じは 弓矢八幡 かけて 垂獨逸 賢の 一致した 武力を 配 
展 する、 を ホ もさぅ だ C この 配 瓶を なさん VJ のをの 蔥 志は 斷 じて 搖ぎ なきもの ど 申し上げて 罹く 0 
巧 屈 十四 十四、 八 1 ズゲ ュ^卜 氏は、 宵謠 室は 栽！： 所の 様な ものでぁるから、 和ず 网は 双方と も 誠 怠を もつ て 
入り、 質 際 じ 双方の お義が なれられ ると 言 ふこと を 出發點 ミす る 必要が ある ど 信じて ゐる〇 
巧を 十四 额逸 化を は ほみ じと つて 法廷を 患 ホす る 穂な 曾議 じは 今が 斷 じて 出席し ない 〇と言 ふのは、 一慨誰 
が 殺が 巧 じなる の だ 〇會議 じ 巧て は 巧 吿も栽 判官 もない、 ただず ふ おが 二人 ゐる ホだ〇 をして 其の 兩 
當巧 岡の 理性が 協調の 道 じ 速し 得ない 場を じは、 彼等は 盧接 利害 關係 のない 他励の 力 じょる 制 決な で 
じみを 巧す こごは ない 0 

がで 乍ら 亞ホ利 加を ホ网 自身が 网瞭聯 拙 じあき、 夕救 かじ 化って 一岡の 利番を かを 出 巧る 様な 法廷 
の機阱 じなる のを 拒んだ ので ある。 、 

ホ 】’ V • 
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がし^— ズゲ ょ^卜 氏が、 でう したら 新しい 化 ホ 栽 判 所が お 巧る か說 明して 下されば、 余は 巧 雞くお 
ふ〇 誰が 栽 判官になる か、 どう 言 ふ 風 じして 巧の 賊判 をを 見つける か、 又 如何なるを 巧を 巧て 裁が 官 
•は 取扱 ひを する か、 就中、 化 判官は 其の 黃 巧を 誰 じな ふの か 0 
巧 曲个五 十五、^! ゾゲ "八卜 氏の 信ずる 所では、 世 ホみ 网が 現を 及び お來の 政策 じ關 し、 明白な 說 明を なせ 
ば、® 巧 平和の 問題は 非常に 促進され るで あらう VJ 言 ふ 0 
闷ぞ 十五 八— ズグ ュ^卜 巧ょ、 みは これまで 無数のを 閲演說 じめ て 之を 巧して 巧た 〇々 日 化の 獨逸 网會じ 於て 

も 化の 二 時間で 出 巧る 範闽じ 於て、 をう 言ふ說 明を 爲 したと 言へ るの だ〇 併し、 余が 其の 存 

在 VJ ホ 巧じ黃 巧を 擔 つて ゐる网 ほな 外の もの じ、 あじ 逆 じ 余じ說 明を ホめ る權 利を あする 网 民な 外の 
ものに、 斯る說 巧を なすのは 御を 裘る〇 併し 余は 獨逸 政策の 目的 遂 巧を、 查 世界の 人々 がち やん ミ 聞 
ける 據 じを 開して 言つ てゐ るの だ〇 但し 化の說 巧 も、 新 間が 余の 言 ふ 所を 一々 歪曲し、 疑惑を おさし 
め、 巧 題を 惹起せ しめ、 又は 嘘 だらけの 囘 答で をれ を 誤魔化しね ゎする のが 可能な 限 _り、 他の 网 々に 
とつて は 無想 ホな ものである 0 

問 斑 十六 十六、 八 1 ズゲ ュ^卜 氏は 言 ふ 0 西半球 諸网の 一 W して 强米利 加 合衆网 は、 歐羅 むで おるべき 紛ずじ 
對 しては を 接 じは 憐き这 まれない、 だから 歐羅 じから 隔 つて ゐる 一岡の 元を どしての 彼 じ、 獨逸 政策 
じ關 する 說 明を 輿へ る ことは、 余 もき つ》」 厭は ぬに 違 ひない ゾ JO 一 


では グ ー ズゲ ュ^卜 氏は、 若し 世 ホを 岡が 其の 現在の な 巧 じ關し 率直に 說 明を 與 へるならば 、世界ず 
和は 實際じ 促進され る ど 本當じ 信じて 居られる のか 0 
併し^) ズダ H 八卜 大統領は 他の 諸 閥の 政が じ も 其の 政策の 說 明を 爲す やう 奨 めないで、 何故 じ 特に 
獨 逸の 元首 じ ホ 其の 說 明を ホめ る 積 b じな つたの か 0 

勿論 余は、 を もを も 斯う 言ふ說 明を 他闕の 元を じな すな ざ ど 言 ふのは、 少し 筋の 通らぬ こど だ VJ 思 
つて ゐる〇 寧ろ あの 當 時の ゥ ソン 大統領の 要求 じ 化つ で-、 祕密 外を 徹廢 じ關 し、 全 世を じ對 して 巧 
う 言ふ說 明が 爲 されれば 一番ょ わつ わの だ〇 余は 今まで 常 じ 之を 爲す巧 患は あつね し、 —— 旣じ 述べ 

た 如く、 々まで も 屡々 巧つ て 巧た 〇 ただ 逍減 乍ら 獨逸 政策の 目の ご 意 圖じ關 する 說 明は、 新聞の 

お蔭で、 所謂 數夕の 民 まま 義諸國 じがて は 网民じ 知らさずに 置かれる か、 又は 歪曲され るかで あつれ 0 
がて 亞乂利 加 大統領 八 1 ズゲ t グト 巧が、 亞ホ利 加は 歐羅 じから 離れて ゐ るから、 獨逸义 はが 太 利 じ 
斯る 要求を すべき 資格が ある ご 信ずるならば、 然 らば、 歐羅 B 艺亞ホ 利 加，/」 の 距離は (孰れから 見て 
も〕 同じで あるから、 余の 方から も 亦 间じ權 利を なて、 亞米利 加 大統領 じ韵 し、 亞ホ利 加の 外を は 何 
を 目的 ごして 動いて ゐ るか、 巧の 化 策の 根本 じは 如何なる 蟲岡 あち や、 例へ ば 中南米 諸 國じ對 する 意 
岡は何であるかご質問を呈し得る譯である〇 斯る要求じおしては、 八1ズゲ4 ^ 卜 巧は勿論モ ン ロ ー 
ま義を おぎ 出して、 をれ は 亞ホ利 加 大陸 じ掛 する 內政 干涉 である VJ 言つ て 之を 拒 巧す る だら’ フ〇 吾々 
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獨准人 も ホ 歐羅長 凿 しては、 特じ大 獨逸网 Q 齡圃為 害 S しては、 を然 同じ 主義を どつ てゐ るの 
だ 0 

序で 乍ら 勿論 余は、 化乂 なお 网の 大統領 じ 斯る要 ホを してょ い S は 決して おつて ゐな LO 何な。 ら 
恐らく 大統領は、 斯ぅ 言 ふ 尊を なて 不手際な? ま G や b 方艺威 じられ る じ 違 ひない ごみは お ふ 力ら で 
をる 〇 

問 駐十屯 十ち 丫ズて グト氏 璧じ斷 零る、 獨 逸の 外畜 のじ 關卞る 報知を 5 つたら、 獨逸襄 の 
巧き 方じ懸 をを もち、 目下 脅威を 威 じて & る 他の 訴阅じ も通吿 する 穗 b であると 0 
间答十 屯 グ ー ズダ ュ^卜 巧は を もを も 如何なる 方法で、 獨逸& 巧 じを 威を 威ず る國 然ら ざる 网を をめ たの 
であるか 〇或 ひは 八 1 ズゲ で八卜 氏は、 自岡內 じちを のを 擔 ごなる べき 仕事が 確か じ 山と 穂 まれて ゐ 
る じ も 巧らず、 他 圃の网 民、 かがの 內 面の 摇 神の 乃 ま 必理的 動きを 認識し 得る 狀態 じある 4」 でも 仰つ 
しやる のか 0 

巧 酉 十ん 十ん、 八 1 ズゲ •'グ ト 氏は 鼓を じ獨逸 軍隊が 下の 獨立諸 國の闽 ±义 は 領域を 攻擊 しない、 又 就中 侵 
人し ない- yj 言 ふ お 隙を 要 ホして ゐる〇 彼の 言 ふ 問題の 諸 岡とは 卽 ち、 芬關 、ラト ゲ "ァ 、リ トヮ ニァ、 

エストニァ、 讓 、瑞 典、 了 妹、 が荫 、曼義 、英嘉 、喬 、佛棚 西、 滿萄才 、西班牙、 瑞西 、リ 

. 1 ヒブン シュタィン、 グク セン ブ八ク 、波 蘭、 洪牙 利、 羅が 尼、 ユ ー ゴ ー スラ ゲィァ 、滨西 西、 勃才 利、 



止す ホ、 イラ ー ク 、亞 剌比亞 、シリア、 パレス ブ ィナ、 巧 ± をび イラ， ン である 0 
间を 十八 先づ 余は 此處 じ擧 げられ た諸國 じな 下の こ W を 確め る勞を S つた、 卽ち 

窠一じ 彼等は を 威を 威 じて ゐ るか 否か 0 

溝 二 じ^ 1 ズゲょ ^卜氏 ょら 余じ爲 された 質問は 彼等 諸闕 の發議 じがる もの か、 或 ひは 少く VJ も亞 
米 利 加 ク」 彼等 諸网 S 話を ひの 上爲 された もので あるか 否か。 

此れ じ對 する 囘 をはす ベて 「否」 であつ た、 ある ものは 斷然 たる 巧 定の囘 答で あつた 〇 併し 上述の 
諸 闕諸岡 ほの 中 あるら のじは をはな 巧を 出し 得な かつた、 ど 言 ふのは ある 國 々は、 —— 例へ ば シリア 
の 如きは、 —— 目下 自己の 自由を 有して 居らず、 民 まま 義諸國 の 軍隊 じ占據 せられて、 其のた めじ 權 
利を 剝 奪され てゐ るからで ある 0 

第一 一一 じ、 これを 別問題 じしても、 獨逸 闽じ圆 境を 接して ゐ る謙國 は、^ I ズゲ ユ^卜 氏が 其の 特異 
な带 報で 余 じ ホめ ねょ ゎ もずつ ご 信服せ しむる じ 足る 巧 隣、 少 くご も 提案を 獨逸侧 からを 取つ てゐる 
ので ある 〇 

第 四 じ、 をが 今まで 歷 々巧つ た 一般の 且 直接的な 禪明も 其の 傾 値が 疑 はれる じ 於て は、 これな 上說 
明を なした 所で、 又が の お 照が^— ズグ ょ^卜 氏で ある どしても、 やは b 個 値がない こ VJ じなる 〇这言 
ふのは、 紀 おは^ 1 ゾゲ ょ^卜 氏が 言 ふ おじ、 斯る戰 明 其の ものの 概 がが 決を 的な のではなくて、 問 

、ホ お 
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題 じなる 部网が 巧の 娜明じ 信を 招く かを かと 言 ふ 働 値が 巧を 的な の だ 〇 . 

第五 じ、 あじみは 八 1 ズゲ -八卜 氏が 化の 他 じ まだ 化ん て ゐる歷 化 的 錯誤を 二 S 指摘せ ねばならな 
い〇例 へば 彼は あ關 を擧げ て、 獨 逸が を规 をみ 柴 せぬ ご 言ふ销 明を 求めて ゐ る〇强 近を はあ魄 のがが 
ド ゲァン T ラの お說を 韻んだ が、 これ じがれば ドゲ ァン T ラは 「可笑しな こ泛 には」 火 1 ズゲ- 八卜氏 
の 意見*」 反 おじ、 愛瞄鹏 をの 罪を 獨逸 じ歸 せず じ、 愛视 はなじ 英阅の 不斷の 侵犯 じ恪ん でゐる VJ 言っ 
て 英闕を 非難して ゐる〇 於 1 ズグ t 八卜 氏が 他 岡の 困窮 必配 じ對 しか 何 じ 洞察が 利く S しても、 自國 
をを 威す る お 隙を 知る こ VJ じ 於て は、 亞米利 加を 衆 岡 大統領よりも、 巧 蘭 首 巧の ホが やっぱり 一段 上 
だ VJ 言 ふことは 考 へらるべき ことで ある 0 

同じく^ 1 ズゲ ュ^卜 氏は パレス ブ ィナは 目下 英軍 じ占據 されて ゐ るので ぁつて、 獨軍じ 占領され て 
ゐ るので はない、 をして 巧 軍の ためじ 惨 忍なる 暴力ず 段 じ 化つ て、 其の 自由を 束雜 され、 獨 立を がは 
れ 、殘 酷な 虐待を 蔡ら されて、 お 太の 「モ グリ」 が 漁夫の利を 占めて ゐるど 言 ふ 事實を 確か じ 見落し 
て居られる〇 ピから化の闽じ化む西刺巧亞人は必ずや^1ズゲム 八卜氏じおしては獨逸の侵略を訴へ 
る 理由は もつ てゐ なかつ た 苦だ〇 彼等は、 自 みのち 由を をし、 自由を 擁議 しよぅ ごする 民族を 英 岡が 
野變な 手を 用 ひて 暴 腿し よぅ. として ゐる 事に 對 し、 絕 へず 一般 與論 じ訴 へて 愁訴して ゐ るの だ 0 
之 も ホ^ 1 ズゲ t ^ 卜 氏の 考へ じがれば を 證じ 化って 解 おされるべき 問題 かも 知れない、 卽ち 腕力 


. 武力、 大量 銃殺、 村が 燒 打、 家 尾 爆破な で じがらず、 を 正な 栽 判官の 前で 解決すべき 問題 かも 知れな 
い。 VJ 言 ふのは】 點疑 ふべ ぐな く 確實を ミが ある、 卽ち 化の 場を 塞 罰は 英岡 じ對 する 亞刺比 狸 人 
のを 威 的 巧 磐を 防衞 して ゐ るので はなくて、 誰 じ も 招 ばれぬ 「モ グリ 这 み」 のく せじ、 英じ屬 して ゐ 
ない 他 罔の 領域 じ 其の 權 力を 巧し 立て やぅ ごして ゐ るの だ 0 
獨 逸から 一一 千が、 或 ひは 五 千 巧な 上 も 遠隔の 地 じある 諸國じ 於て 獨 逸が 軍事 巧 動を なすのは 如何 じ 
ろ 敷し いか、 (先づ 不可能で をる) と 言 ふこ ごを 別 閒題泛 しても グ ー ズ ダム 八卜 大統領の 化した 同じ 様 
な 誤謬は まだまだ 指摘す る こ VJ が 出 巧る 0 
結論と しては をは 此處じ 次の 横 じ 言は ぅど 思 ふ 0 

何れ じせょ 獨逸化 巧は、 が 闽が八 I ズゲ ムルト 巧の 望む 糕 なお 隙を 得る こどを ホ 望し、 又 自ら も 濁 
逸 じ おし をれ じ 相 常す る 巧の ある 提 おを なて 尊むならば、 化 處じ與 げられ ね 何れの 网じ對 しても、 絕 
對の 相互 性，/」 言 ふ ものを 前蹈 ど して 化の 保 _ 降を 典へ る 用蔥は ある 0 

术 1 ズゲ ュ八卜 巧の 擧 げられ た 諸 岡の 中を 数の もの じ關 しては、 化の 問題は 始めから 全く 解決して 
ゐる VJ 言つ て 差 支へ ない、 何 巧なら ば 吾々 は をれ 等訊网 ごは 元々 橘定を 結んで ゐ るか、 少く ごも 密接 
な义 が關係 じある からで ゐる〇 . 

义此等 協を の お效測 限じ厕 しても、 當該を 网のホ 堅じ從 つて 裏んで 中し をせ をす る 用を も 寺つ てゐ 


併し 余は 化の 機を を 利して、 就中 亞ホ利 加な お 岡 大統領 じ、 結局 何 ょら 彼の 配慮の 穗 VJ な ち、 又 問. 
題 どな b 得る 範園じ 就いて 明確 じ 中し 上げて 横きたい、 をれ は 卽ち亞 米 利 加を 衆國 自髓ィ J 亞ホ 巧加大 
陸の 他の 謙闕 である 0 

更にを は此 處じ嚴 かじ 音； 言す るが、 獨逸 岡は 强米巧 加の 領± を攻擊 又は 侵略す る 蘆 志 あ bvj のま 張 
が搬 つて ゐ るが、 何れも をれ は 巧 かな 僞瞄 か、 大嘘 かで ある 〇 序で 乍ら 斯ぅ 言 ふま 張は 軍事的 立場 か 
ら 見れば、 ただお 鹿々々 しい 空想から 生れ わ どし か 思へ ぬク」 言 ふこ どを 別 じして 葛 へても、 兎 じ巧大 
嘘で ある 0 

問 駐十化 十九、 な 上の 點じ 關聯 して、 グ ー ズゲ -グト 氏は 斯< 言 ふ、 卽ち世 ホを 闽が 軍備 ご 言 ふ 帝， 荷の 下じ壓 
殺されん 許 6 じな つて ゐ るが、 之を 救 ひ 得る 糕な愚 もお效 じして、 愚 も 迅速な (解 巧) 方法を 講じる 
こごは、 蟲も 重大な 要素と 考 へる ご 0 

巧を 十九 八 1 ズゲ ょ八卜 巧は、 獨 逸じ關 する 限り 化の 問題は 旣じ 一度 完全 じ 解決され てゐ ると 言 ふこと を 御 
が 知ない かも 知れない 〇 1 化 一九 年ょ b 1 か 二三 年を の閒 じ、 —— 之は 聯合 网 委員を が 十み じ認 明し 
て くれる が、 —1 獨 逸は 完をじ 武装を 解除した のだ〇 其の 範國 は下夕 かくで ある 0 
、 陸軍 關 係で 破壞 された もの 0 


一、 大砲 及び 砲み 

二、 機 隅 銃 
一二、 を 锻砲孩 砲み 
四、 ホを 统を 騎兵 銃 
ち 機關就 疑み 
六、 砲 架 
ち あ 稱砲砲 架 
八、 碰 •彈 
化、 ず瞄彈 及瞄彈 
十、 導 火を 
十一、 ホ 就攀銃 等の 彈化 
十二、 砲 彈樂简 
十ー ニ、 染 巧 
十四、 火 樂 
十五、 禪藥函 


, 五 萬 化 千 
十ー ニ 萬 
ご离 一千 
六す 巧と 千 
二十 四 巧 一二 千 
一 态八千 

四千 一三 百 九十 
一 こ 千 八 百と 十 お 巧 
一千 六 百 五十 おお 
六 千 旧 十な 
四 億 九 千 百 萬 
己 十ー ニ 苗 五千迦 
二な 一二 千 お 百 十五 诞 
一二 巧と モ六 百跑 
とな 化 千 


十六、 带 話 ‘ . 丰一お 二 千 
十ち 乂滔 放が お . '一千 幸 二 
等 々〇 

巧の 他 破壊せられ たる もの、 楠、 移 職 工廠、 高が 砲 自動が、 砲が、 鐵 兜、 巧斯 マスク、 前軍 需エ巧 
の 諸 機械、 銃み Q , 

更に 空軍 じ 於て 破壊せられ わるもの 0 - 
一、 戰励機 及 爆が 機 一巧 お 千と 巧 十四 
一 r 飛 巧 機お^ 機 一一 おと 千 セ 百 五十と 
海軍 じ 於て 0 
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練習 艦 及 特務 艦 こ 十一 
水當艇 八十 一二 
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潛水艦 一二 百 十五 - 

其の 化 破 壌せられ ねる ものは、 を 稀勵力 巧、 毒あ斯 用具、 內】 部は 毒巧斯 防具、 燃料を 爆破 材 巧、 
探 照 澄、 照準 用具、 距離 測を 具を 聽音 器、 を 孺ホ學 器械、 馬具 等々、 及 飛行機、 飛 巧 船 格納庫 等。 

嘗て 獨 逸に 勿體 振つ て與 へられた を 約に 化れば、 ——— これは 义ゲム 八 サィ ユ ホが 條 約に 於ても 確認 さ 
れね ものでぁるが、 —— これ 等は 何れも 化の 諸國も 何等の あ 險を感 せず じ 同じぐ 軍備を 撤廢出 ホる 爲 
じと 言 ふ (言は ば S 前 沸 ひ」 の 掠な ものだつた 〇化處 じ 巧ても 獨 逸は 化の 總 ての 場を ど 同じく、 與へ 
られた 約 巧 履 巧を 信賴 して 化の-^ _ なく 破 廉化じ も 欺され たの だ 〇他网 も 亦 同じく を 備撤廢 じ 至る 様 じ 
ご、 ——1 然 ぅすれば、 これ こを 實際 じ赏 明、 正義の 要素で ぁり、 且 其の上 約 巧した 義務の 遂行 じ 他 G 
ら なわつ たの だが、 —— なが じ涉 つて 曾議の 机上 じが 衝 しわが、 化の 試みは 一つ 殘ら ず踐跌 したのは 
御ホかのかくでぁる〇 

八 1 ズグ ム八卜 巧ょ、 余 自身 此の 事を 討議すべき 描 案を 巧 際 幾度 かなした ので ぁる、 をして 少ぐ ごも 
一の 軍備の な ル 限度 縮小を 可能なら しむるべき 討 兜を なさん VJ 試みた 0 

かは 陸軍のを 大を 力を 二十 巧 じする こど、 同じく を 補の 攻懲用 武器の 撤麽 、爆が 機、 あが 戰の廢 化 
等を 提雜 した 0 

併し 獨 逸が 完をじ 軍備を 徹 腐して ゐるじ も おらず、 逍城 乍ら 化の 提案を を 闕じ徹 なさす ことは 出 巧 

み 一. 
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なかつ た 0 

ホに みは 兵力を s 十 巧 じする こど じ關し 討議すべき 措 案を なした 〇結 おは 同じく' 帘定 だつ た 〇をれ 
から 余は 詳細 じ 涉る巧 縮 おを 数 夕< 出した、 をれ も 其の 度 おじ 獨逸岡 おの 演靖 から、 卽 ちを 世界を 前 
じして 提案した の だ 0 ' 

併し このず じ 就いて 話しを つて 見よう なで VJ 考 へる もの すら 一人 もなかつ た〇 をれ 所 かが 國は をれ 
自體旣 じあ 大な 現が 軍備を あじ 亦强 化し 始めね 0 

を こで 遂じ 一九 11111 年、 一二 十 巧 兵力 じ 願す る 根 木的捉 まが、 廊後 決定の じ 拒否され た 時、 はじめて 
をは 獨逸 軍備の、 をれ も 今度は 徹底的の 巧职備 のかみ を 出した の だ 0 

ど 言 つても、^— ズゲ -グト 巧よ、 巧 下が 自ら 參加 しようと 言 ふ 軍縮 問題の 討議 じは 余は 決して 邪 
魔な ては した < ない 〇 ただ 余の 願 ふ 所は、 先づ余 及び 獨逸阔 のみ じ訴 へず、 他の 諸网 じも訴 へて 頂き 
度い ミ 言 ふこ •こだ 〇 余は 今まで 數 ぞく 現赏 のな 經驗を 得て ホて ゐ るの だ〇 よりを い 實隙的 巧爲を 見せ 
て 賞は ぬ 限り、 余は どうしても 释然た b 得ぬ ので ぁる 0 ' 

二十、^! ズゲ - ^ 卜 氏は 最化じ 確言す る、 氏は 岡 際を 易の 箭 方ぶ 開を の 實際的 方法 じ 自ら も參加 
す •る 用 恵 ぁり、 か く.- i てか界 のを 闽は 同一の 權 利を なて おみ 巧 場で 巧 買し、 且つ 巧 巧 巧び ホ か 的經濟 
生 巧 じ 依る をを お獲 得を 確實 ならしむ るを 目的 VJ しよう vt 言 ふ 0 


八— ダて： 氏よ、 斯う 言 ふ 問題は (を じ 電報を 巧つ たりして) 理論的に 兔 やき 言 ふ B では だ 
くて、 岡 際經濟 Q ま 哀降醬 を 除く-こ 言 ふ ニー」 を實 際*^ 巧爲じ 巧つ て 示す； こが 大切な®? 余は 信 
じて ゐる〇 併し 其の 最惡 の陈窜 はを 個の 園 をれ 自體の 中 じがして ゐる〇 何れ じせよ、々 日までの 經驗 
から 之を 見れ ち寞 の 世髮濟 お議 が 失敗 じ 終つ たの も、 一 じ 個々 の网 家が 其® 國 內經濟 をち やん 
，として 巧き 得な かつた こ 一」 じゐ るの だ。 或 ひは 各 岡が 通貨 二 ご， シ "ンじ 巧つ て 國際的 資棄 場 
じ 木を をを 職し、 特に 通 货の僧 値を 絶ぇず 變動 させた 爲 なの だ 0 
同じく ぁる 穗の网 が、 何 か イデ ォ ロ’ ネ ー 的の 理 もから 化 喊じ對 し 其の 岡の 商品 じ おして、 猛 をな ボ 
イ コット 煽動を 巧つ て、 結 巧 をれ 等を 事實 上世 ホ巿 場から 占め 出しを 晦は すご 言 ふ 稼な 事が 出 ホる の 
は 誠 じ 世 8 濟蘭係 じどつ て耐へ 難き 重贩 なの だ。 余 思 ふじ、 \,ゾゲ ''グ ト 氏よ、 貴下が おし、 赏 
下の 大きな お嚮 力を W て 先 づ亞ホ 利 加 合 衆网じ 於て 本 當の自 お 巧 あが お 來る樣 じがの 降蒂を 除去す る 
ならば、 非 巧な 巧 緒 じなる ご 信 乎る 0 

と 言 ふのは、 をは 元 巧 斯う 信じて ゐる〇 巧し が 岡の 指導者 じして 自网 巧の 生産を 調整す る 率 も 出 ホ 
ず、 これ 程まで もを 网巧互 問の 經濟關 係を 輿して ゐる イデ ォ 。ダ t 的ボ イコ" 卜を 除去す る こと すら 
巧 ホない じら ば、 岡 際 的 協調 じ 化つ て 經濟側 係な 善 じ 巧 際 じ 質を 結ばせ やうと しても、 巧の 見込は 殆 
ん どよ、， の だ yjo をれ が お ホて こを 始めて 化 ホ 巧瑞で 同等の 楠 利を なて 转 なする こどが、 をての もの 


じ碰 化される の だ 0 

序で 乍ら 化處に 獨逸网 民は 極く み體 のな 要 ホを なした 这 言へ るの だ〇大 統領ょ、 巧し 貴下が 嘗ての 
大統領 ゥ 4 ル ソン 氏の 後繼累 一人 V 」 して、 遂に (例の) 約束 —— こた 化つ て獨 逸は 嘗て 其の 武器 
を棄 てて、 醫戰 勝网じ 蒙み を 養た Q だが’ — 辜 遂に 蒙 葉が f れる 踪じ乘 出して ぐれ 

る。 らは を じ々」 つて 誠 じ 喜ばしい こ， こで ある 〇 VJ 言つ て 化の 際 余は、 巧 謂贻巧 金の 形で 獨逸じ 甲 か 
けられた 莫大な 數 十億 お克の こどを 考 へて ゐ るので はない、 寧ろ 先づ獨 逸から 奪取され た 植民地 おを 
を考 へて ゐ るので ある 〇 

何 巧なら ば、 獨 逸は 歐羅 衰 內外 ii 約 一一 音擎奔 Q 蓋奚 つた。 しかも 靈 0 蓋 民 地は 麗 

の 植民地 wf 費サじ 化つ 了 獲得した も？ はない、 ただ 璧 SS 支拂じ 依る も® なを。 ゥバ 

ッ ン大統 がち 獨 逸の 植民地 要 ホは 他の 諸网 のをを 间じ く、 同じく を 正じ檢 討さ更 きもので ある 

ど 保證を 巧へ ねの だ 〇 f じさぅ はし，；,. いで、 旣じ 嚴乂の 植民地を 倾 おして ゐる賢 じ 獨逸椎 民 地は 

おへられ 靈暨は器ち不4^ 特に々 日、 をして ホ ホに なれば 益々 現赏じ 一;墓 し T 來る不 巧 
—— じ 曝された ので ある 0 

おし 今 フランクリン *^1 ズゲ ょみ卜 大統領が ゥ’ ド。 1 •ゥィ^ソン 大統領の 約束を おすならば、 をれ 
は實じ 貴ぶべき 行爲 である 〇 何ょ b 之は 化 巧の 道義 的 地固め、 延いては 其の 經濟 作興 じ 現實的 じ貫獻 


ずる 所 ミなる であらぅ 0 

問 狸 手 二十 一、 結論- /J して 戸 1 ズヴ ム方卜 氏は かぅ 言ろ 現下は 總て 大网の 化が のせ 長が 人類の 運命 じ 費 
巧 あるの だ〇彼 等は 巧らん とする 戰 ずの 混 滩 から 网 民を 守る ために、 励 民の 聲を きかねば ならぬ 〇义 
をれ じ對 しては 余 も亦黃 巧が あるの だ艺〇 
暮丰 グ ー ズゲ ユ八卜 大統領ょ！ 

貴 圆の大 なる 闕± 、贵 岡の 冀大 なる 窝を なて すれば、 貴下が 全 世 ホの 歷化 (お 巧) をび 凡ゆる 闽民 
等の 運命 じ おし 寅 任を 威せられ るのは、 余 じは 實 じょく 解る 〇 余は、 八 1 ズゲ ょ^卜 大統領ょ！ もつ 
どず つ VJ つ、 まし やかな、 さ、 やかな ± 地に 化んで ゐ るの だ〇巧 下は 化 百 置 十 萬 ホモ 巧 じ 一億 一二 千 立. 
巧 萬の 人口し か 持つ てゐ ない 〇赏 下は 冀大な 富、 凡ゆる 贵 源を 藏 した ± 地を 領有して 居られる、 お 億 
の 人口を 養 ひ、 彼等 じあら 仰る 必需品を 化 給す る じ 足る じ 十み な 位 主 地は 豐饒 である 0 
をは 嘗て、 他の 諸 國の巧 請を 過信した ためじ、 最じ义 民 ま々 義的闕 家統お S 言 ふ 自网の 惡か府 のた 
めじ 完 をな 崩壊 じ 瀬した 网 家を 引を けた 〇 化の 岡に 於て は 一平 方が じ、 巧乂利 加の 十五 人ミ異 り、 百 
四十 人の 人が が おして ゐる〇 吾が 网の ± 化は 常 岡の 肥沃 さじ 較 ぶべ < もない 〇旨然 が 無 ぷ藏じ 巧网の 
王 地 じ 巧へ だ 資源は 吾网 じは 缺 けて ゐる〇 長い 平 か 時に 獨 逸が 貯 薪した 何十 億のを 巧爲 巧は 强奪 せら 
れた〇 吾等の 植民地は たはれ た 〇 1 化 二 年 じは 吾 阿 じめ ける 失業 おは セ 百 巧、 繰 業 嘴 働が 数な 巧、 
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巧賤 同じく 數巧 巧、 取 じを 樂は荒 巧し、 巧 楽は 疲弊し、 質 じ 之 お 術 巧の もので あつた 日 
化の 時な 巧、^ I ズグ ュ八卜 大統領ょ、 巧し 得た 化 ホは 唯一つ ホで ある 〇 をは® ホの 運 かじ おして 寅 
巧を 戚 じる こ はお 來 ない、 何な なれ ぱ 化の 化界は 吾が 网 にの 憐 むべき 運命 じ おして 何等 關必を もつ 
て おれな かつた からで ある 〇 をはを を 神から 巧され たもの ど 見、 ただ 吾が 岡に じ 化へ、 をれ を 其の 恐 
ろしき おさから 救濟 する を 巧 おご 考 へる 〇化じ 余は 去ん ぬる 六ヶ年 半の 間、 他のを 世 おじ 見棄 てられ 
たず 實じ 直面して、 吾が 网 民の 自己の 力を 觉醒 し、 其の 力を 致离度 じ發揮 させ、 なて 吾等が 共同 社會 
の 救濟じ 役立て やぅ ど 言 ふ 唯一つ の蒂 のみを 日夜 頭 じ 描いて 巧た の だ 0 
をは 獨 逸の 混 術 化 態を 征服した、 秩序を 巧 雄した、 网投 經濟の 凡ゆる 部門 じ 生產を 莫大 お 加せ しめ 
た、 吾人に 缺 けて ゐる 數夕の 資源の ためじ、 非常な 巧 力を て 代用品を 作つ た、 新發 明の ための 道を 
開搞 した、 を 迪を發 達せし め、 巨大な 新 道路を 建設した 〇 余は 運河を エ築 せしめ、 ち 大な新 工場を 設 
置し、 且つ 化を 的 共が 體の 發属を 目指して、 吾が 岡 ほの 敎蕃 、文化 じ 力を 盡 した 0 
をは、 吾人が 皆な く 悲しんで ゐ たと 巧 巧の 失業 巧を 殘らず 再び お 用なる ホ 產業じ 就かせ、 非常 じ 西 
難では あつたが 獨逸 農民を 故鄕の ± じ 腰を 落 付かせ、 且つ 彼等の ためじ、 其の 「±」 をお垂 し、 獨逸 
巧 業を 巧び 隨 興せし め、 を 通を 極度 じ發 逢し むる じ 化 巧した 0 

他の 諸网 ょりのを 威に おする 豫防巧 VJ して、 をは 獨逸网 民を 政治的 じ刚 結せ しめたの みならず、 軍 
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事 的 じ 見ても 軍備を 整へ ち 余は 更 c 、 嘗て 豎 をび 人類から ホめ られた 中で、 最も 下劣なる 暴 腿を 
四百 四十 八 ヶ條じ 主？」 め 上げた 條 約を 一貫 一 頁’、」 破壊し よぅご 試みた 0 

をは 一 化 一九 年 じ 掠奪 せられた 地方を 巧び 獨逸阅 じな 歸 せしめた 。をは 吾等から おひ 取られて 不幸 

の 底 じ 沈 ゎ營繁 S 人 S び 著 祖國じ 速れ 戾 しち 余は SS おを 有する 獨重霍 がの 統 

一を 巧び 建設した 〇 をして、 グ ー ズゲ 。八卜 大統領よ！ 余は 之 等を 何れも、 化を 流す こ、、」 なく、 吾が 
國 ほじ も、 他の 岡 民 じ も 戰爭の 惨禍を 加へ る ことなし じ遂 巧す る やぅ 之れ 力めた 〇 余は、 大統領よ！ 
二十 一年 前の 無を の 一勞働 者、 一兵 として、 余 g らの 力を なて 之を 爲 したの た、 た々 ら歷 おじ 於て 

固 人から 韋皇當 じ れ？ 限ぶ 曼 タミを 管ね 人々 S 列 じ 列す る 5」 を囊 しても 

關 はぬ 譯だ〇 . 

大統領よ 、とじ 較べれば 巧 下に VJ つては 化 事は ずつ VJ た 易い のだ〇 貴下は、 余が 首相 どなつ ね 一九 

璧年 じ棄利 加を 衆契統 管な をね。 をして 先 •つ 世 巧で を 美き く、 を も窝を 一岡の 元？ 
なられた 〇巧 下は を じ も、 巧阀じ 於て は 一平 方が じ 十五 人足らず をを へばよ い〇 貴下には 化の 世の 資 
源が 無篮 藏じ自 もじなる。 巧 下は 其の 网ま廣 大ろ孟 の 肥 巧な ため、 亞乂ホ 加 人を ち C 獨 逸の 
巧し 得る 十倍 位 も 生活 貼を 確保して やる こ' こが 出 巧る 〇兎じ 巧 自然け 之を 巧 下 じ 許して ゐ るの だ 0 
5 网の 人口は 乂獨逸 岡の 人口よ ゎ も、 がの 一二 をの 一巧らず ホを いどしても、 巧 下 じは (獨 逸の) 十 



五倍な 上のを 巧 域が 用立てられて ゐる〇 巧 圃の化 態は すべてが 大规 横な ので、 きつと 貴下は 世界的の 

(大きな) 巧 題に 顚を憐 よした b する 時間 や 暇を 見 おし 得る の だら ぅ〇だ から 巧 下 じごつ てよ、 ぶ レ， も 

方 干渉した b か 入した. 〇 して 役に立つ どち へらる 释 此の世界 もき つと 小さい もの じ おはれる の だら 
ぅ 0 

化の 意 ホに 於て 巧 下の 配慮 ご 巧 力 どは、 余の ものよ b ももつ ど 大きな 廣大 な銘圃 じず る こごが as ち 
る 。何な ならば バ - V ゥム下 大統領よ、 みの 世 ホは、 神が おに をめ 給 ひ、 其のた めじ 余が 働い こ泛 
を 義務づけられ わ 化が なの だ〇 みの 化界は 地域的 じは ずつ ご狹隘 である 〇 をれ が包 をして ゐ るのは 吾 
が 民族 ホで ある 〇 化し 余は この ± 地 じ 化って、 吾等 すべてが 必じ願 ふ 事、 卽 ちを 人類 共存 照の 正榮、 
福祖 、發展 及び 平が のた めじ 何より 一巧 貫獻 しよぅ ご 信じて ゐ るので ゐる 〇 ( 完) 




